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平成３０年１１月２８日判決言渡 

平成２９年（行ケ）第１０２３０号 特許取消決定取消請求事件 

口頭弁論終結日 平成３０年９月１２日 

判 決 

 

原       告       宇 部 興 産 株 式 会 社 

 

同訴訟代理人弁護士       鮫   島   正   洋 

                   下   彰   彦 

                森   下       梓 

同訴訟代理人弁理士       伊   藤   克   博 

                渡   邉   伸   一 

                神   谷   麻   子 

                山   本   由 喜 晴 

  

被       告       特許庁長官 

同 指 定 代 理 人       岡   崎   美   穂 

加   藤   友   也 

井   上       猛 

原       賢   一 

板   谷   玲   子 

主 文 

１ 特許庁が異議２０１６－７０１０７４号事件について平成２９年１

１月９日にした決定を取り消す。 

２ 訴訟費用は被告の負担とする。 

事 実 及 び 理 由 
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第１ 請求 

 主文同旨 

第２ 事案の概要 

 本件は，特許異議の申立てを認めて特許を取り消した決定に対する取消訴訟であ

る。争点は，進歩性の有無，サポート要件違反の有無及び実施可能要件違反の有無

についての判断の当否である。  

 １ 特許庁における手続の経緯 

原告は，名称を「ポリイミド，及びポリイミド前駆体」とする発明について，平

成２３年７月２１日に特許出願（特願２０１１－１５９８３７号）をし，平成２８

年４月２８日に設定登録を受けた（特許第５９２３８８７号。請求項の数９。以下

「本件特許」という。甲１１）。 

本件特許について，平成２８年１１月２２日及び同月２５日，複数の特許異議の

申立てがあり，特許庁は，これらを異議２０１６－７０１０７４号事件として審理

し，原告は，平成２９年８月２５日，訂正請求（以下「本件訂正請求」という。甲

２５）をした。 

特許庁は，平成２９年１１月９日，本件訂正請求を認めた上で，「特許第５９２３

８８７号の請求項１ないし９に係る特許を取り消す。」との決定（以下「本件決定」

という。）をし，その謄本は，同月２０日に原告に送達された。 

２ 特許請求の範囲の記載（甲２５，２６） 

本件訂正請求に係る訂正後の特許請求の範囲の記載は，次のとおりである（以下，

請求項に係る発明を，それぞれの請求項の番号に応じて「本件発明１」などといい，

本件発明１～９を併せて「本件発明」という。また，本件特許の訂正後の明細書及

び図面を「本件明細書」という。）。 

 【請求項１】 

ジアミン誘導体（ジアミン類及びそれらの誘導体を含む。以下同じ）とテトラカ

ルボン酸誘導体（テトラカルボン酸類及びそれらの誘導体を含む。以下同じ）を反
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応させてポリイミドを製造する方法であって，  

(i) 

光透過率が９０％以上である芳香環を有しないジアミン誘導体（但し，ジアミン

誘導体の透過率は，純水もしくはＮ，Ｎ－ジメチルアセトアミドに１０質量％の濃

度に溶解して得られた溶液に対する波長４００ｎｍ，光路長１ｃｍの光透過率を表

す。以下，同じ。）  

，および   

 光透過率が８０％以上であるテトラカルボン酸誘導体（但し，テトラカルボン酸

誘導体の透過率は，２規定水酸化ナトリウム溶液に１０質量％の濃度に溶解して得

られた溶液に対する波長４００ｎｍ，光路長１ｃｍの透過率を表す。以下，同じ。），  

または  

(ii） 

光透過率が８０％以上である芳香環を有するジアミン誘導体，および    

光透過率が８０％以上である脂環式テトラカルボン酸誘導体（但し，ビシクロ［２，

２，２］オクタンテトラカルボン酸二無水物を除く），または光透過率が８０％以

上であって且つ３，３’，４，４’－ビフェニルテトラカルボン酸二無水物，２，

２’，３，３’－ビフェニルテトラカルボン酸二無水物，２，３’，３，４’－ビ

フェニルテトラカルボン酸二無水物，３，３’，４，４’－ジフェニルスルホンテ

トラカルボン酸二無水物，ｍ－ターフェニル－３，３’，４，４’－テトラカルボ

ン酸二無水物，２，２’－ビス(３，４－ジカルボキシフェニル)プロパン，１，４，

５，８－ナフタレンテトラカルボン酸二無水物，２，３，６，７－ナフタレンテト

ラカルボン酸二無水物，（１，１’：３’，１”－ターフェニル）－３，３”，４，

４”－テトラカルボン酸二無水物，４，４’－（ジメチルシラジイル）ジフタル酸

二無水物および４，４’－（１，４－フェニレンビス（オキシ））ジフタル酸二無

水物からなる群より選ばれる芳香族テトラカルボン酸誘導体  

を使用し，  
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 Ｎ，Ｎ－ジメチルアセトアミド，Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド，Ｎ－メチル－

２－ピロリドン，Ｎ－エチル－２－ピロリドン，γ－ブチロラクトン，γ－バレロ

ラクトン，δ－バレロラクトン，γ－カプロラクトン，ε－カプロラクトン，α－

メチル－γ－ブチロラクトン，ｍ－クレゾール，ｐ－クレゾール，３－クロロフェ

ノール，４－クロロフェノール，１，３－ジメチル－２－イミダゾリジノン，スル

ホラン，およびジメチルスルホキシドからなる群より選ばれる溶媒を使用し，  

 イミド化反応は，２００℃～５００℃の温度で実施する  

ことを特徴とするポリイミドの製造方法。  

 【請求項２】  

 ジアミン誘導体の波長４００ｎｍ，光路長１ｃｍの光透過率が９５％以上であり，

テトラカルボン酸誘導体の波長４００ｎｍ，光路長１ｃｍの光透過率が８０％以上

であることを特徴とする請求項１に記載のポリイミドの製造方法。  

 【請求項３】  

 ジアミン誘導体が芳香環を有しないジアミン誘導体であるか，またはテトラカル

ボン酸誘導体が脂環式テトラカルボン酸誘導体（但し，ビシクロ［２，２，２］オ

クタンテトラカルボン酸二無水物を除く）であることを特徴とする請求項１又は２

に記載のポリイミドの製造方法。  

 【請求項４】  

 テトラカルボン酸誘導体が芳香族テトラカルボン酸誘導体であり，ジアミン誘導

体が脂肪族ジアミン誘導体であることを特徴とする請求項１又は２に記載のポリイ

ミドの製造方法。  

 【請求項５】  

 テトラカルボン酸誘導体が，３，３’，４，４’－ビフェニルテトラカルボン酸

二無水物，２，２’，３，３’－ビフェニルテトラカルボン酸二無水物，２，３’，

３，４’－ビフェニルテトラカルボン酸二無水物，３，３’，４，４’－ジフェニ

ルスルホンテトラカルボン酸二無水物，ｍ－ターフェニル－３，３’，４，４’－



 - 5 - 

テトラカルボン酸二無水物，２，２’－ビス(３，４－ジカルボキシフェニル)プロ

パン，１，４，５，８－ナフタレンテトラカルボン酸二無水物，２，３，６，７－

ナフタレンテトラカルボン酸二無水物，（１，１’：３’，１”－ターフェニル）

－３，３”，４，４”－テトラカルボン酸二無水物，４，４’－（ジメチルシラジ

イル）ジフタル酸二無水物および４，４’－（１，４－フェニレンビス（オキシ））

ジフタル酸二無水物からなる群より選ばれることを特徴とする請求項１，２又は４

に記載のポリイミドの製造方法。  

 【請求項６】  

 テトラカルボン酸誘導体がビフェニルテトラカルボン酸誘導体であることを特徴

とする請求項１，２，４又は５に記載のポリイミドの製造方法。  

 【請求項７】  

 ジアミン誘導体がトランス－１，４－ジアミノシクロヘキサンであることを特徴

とする請求項１～６のいずれかに記載のポリイミドの製造方法。  

 【請求項８】  

 膜厚１０μｍのフィルムにしたときの４００ｎｍにおけるポリイミドの光透過率

が８０％以上であることを特徴とする請求項１～７のいずれかに記載のポリイミド

の製造方法。  

 【請求項９】  

 前記ポリイミドが，光学材料用途であることを特徴とする請求項１～８のいずれ

かに記載のポリイミドの製造方法。 

３ 本件決定の理由の要旨 

  (1) 進歩性欠如 

  ア 本件発明１について 

   (ｱ) 日本ポリイミド・芳香族系高分子研究会編「新訂 最新ポリイミド－

基礎と応用－」（甲４。平成２２年８月２５日株式会社エヌ・ティー・エス発行。以

下「甲４文献」という。）に記載された発明（以下「甲４発明」という。）及び周知
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技術に基づく進歩性の欠如 

    ａ 甲４文献の「ポリイミドが酸二無水物とジアミンとの反応により温

和な条件で容易に合成することができる」との記載（以下「甲４記載部分」という

ことがある。）から，同文献には，以下のとおりの甲４発明が記載されている。 

 「酸二無水物とジアミンとを反応させてなるポリイミドの合成方法」 

    ｂ 本件発明１と甲４発明との相違点は，以下のとおりである。 

     (a) 相違点１－１ 

本件発明１では，「（ｉ）  

 光透過率が９０％以上である芳香環を有しないジアミン誘導体（但し，ジアミン

誘導体の透過率は，純水もしくはＮ，Ｎ－ジメチルアセトアミドに１０質量％の濃

度に溶解して得られた溶液に対する波長４００ｎｍ，光路長１ｃｍの光透過率を表

す。以下，同じ。）  

，および  

 光透過率が８０％以上であるテトラカルボン酸誘導体（但し，テトラカルボン酸

誘導体の透過率は，２規定水酸化ナトリウム溶液に１０質量％の濃度に溶解して得

られた溶液に対する波長４００ｎｍ，光路長１ｃｍの透過率を表す。以下，同じ。），  

または  

（ｉｉ）  

 光透過率が８０％以上である芳香環を有するジアミン誘導体，および  

 光透過率が８０％以上である脂環式テトラカルボン酸誘導体（但し，ビシクロ［２，

２，２］オクタンテトラカルボン酸二無水物を除く），または光透過率が８０％以

上であって且つ３，３’，４，４’－ビフェニルテトラカルボン酸二無水物，２，

２’，３，３’－ビフェニルテトラカルボン酸二無水物，２，３’，３，４’－ビ

フェニルテトラカルボン酸二無水物，３，３’，４，４’－ジフェニルスルホンテ

トラカルボン酸二無水物，ｍ－ターフェニル－３，３’，４，４’－テトラカルボ

ン酸二無水物，２，２’－ビス(３，４－ジカルボキシフェニル)プロパン，１，４，
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５，８－ナフタレンテトラカルボン酸二無水物，２，３，６，７－ナフタレンテト

ラカルボン酸二無水物，（１，１’：３’，１”－ターフェニル）－３，３”，４，

４”－テトラカルボン酸二無水物，４，４’－（ジメチルシラジイル）ジフタル酸

二無水物および４，４’－（１，４－フェニレンビス（オキシ））ジフタル酸二無

水物からなる群より選ばれる芳香族テトラカルボン酸誘導体  

を使用し」と特定されているのに対し，甲４発明では特に特定されていない点。  

     (b) 相違点１－２ 

本件発明１では，「Ｎ，Ｎ－ジメチルアセトアミド，Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムア

ミド，Ｎ－メチル－２－ピロリドン，Ｎ－エチル－２－ピロリドン，γ－ブチロラ

クトン，γ－バレロラクトン，δ－バレロラクトン，γ－カプロラクトン，ε－カ

プロラクトン，α－メチル－γ－ブチロラクトン，ｍ－クレゾール，ｐ－クレゾー

ル，３－クロロフェノール，４－クロロフェノール，１，３－ジメチル－２－イミ

ダゾリジノン，スルホラン，およびジメチルスルホキシドからなる群より選ばれる

溶媒を使用し」と特定されているのに対し，甲４発明では特に特定されていない点。  

      (c) 相違点１－３ 

本件発明１では，「イミド化反応は，２００℃～５００℃の温度で実施する」と

特定されているのに対し，甲４発明では特に特定されていない点。  

      ｃ 相違点１－１についての検討 

      (a) 甲４文献には，光エレクトロニクスの分野で光透過性が求められ

ているとして，高透明性のポリイミドについて記載されており，このようなポリイ

ミドの可視域における光透過性がモノマー純度等に依存することも記載されている。 

 ここで，当該モノマー純度の純度とは，少なくとも可視域における光透過性に影

響を与える不純物量に着目した純度のことを意味し，高透明性ポリイミドを得る観

点からは，当該モノマー純度が高いとは，少なくとも可視域における光透過性に影

響を与える不純物量が少ないモノマーのことを意味するものと解するのが自然であ

る。 
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      (b) 一般に，可視光とは，波長域が約４００～８００ｎｍのものであ

ることはよく知られたことであり，また，ポリイミドの透明性について，可視域に

おける吸収スペクトルにより評価，判断することは周知慣用のことにすぎないとこ

ろ，甲４文献の記載からすると，ポリイミドの透明性については，可視光の短波長

側（紫外部との境界部分），すなわち波長４００ｎｍ付近の光透過率が重要である

ことが理解される。 

 そして，ポリイミドが一般に溶剤に不溶であるという技術常識に鑑みると，特開

２００７－８０８８５号公報（甲１。以下「甲１文献」という。）の記載（請求項

１，段落【０００５】，【００９６】），特開２００９－１９１２５３号公報（甲

２。以下「甲２文献」という。）の記載（段落【０１５２】，【０１５３】），国

際公開２００９／１０７４２９号（甲６。以下「甲６文献」という。）の記載（請

求項１～８，段落［００６２］，［００６３］，［００７７］～［００７９］，［表

１］），特開２００６－４５１９８号公報（甲７。以下「甲７文献」という。）の

記載（請求項１～５，１３～１９，段落【００８３】）からも，透明性に優れたポ

リイミドにおける透明性の指標として，「フィルムとしたときの波長４００ｎｍの

光透過率」を採用することは，周知のことにすぎないと認められる。 

      (c) そして，例えば，特開２００６－１８８５０２号公報（甲３。以

下「甲３文献」という。）の記載（段落【０００６】，【００７２】），甲６文献

の記載（段落［００５４］），甲７文献の記載（段落【００４２】，【００４３】，

【００５２】），特開２００５－１６３０１２号公報（甲８。以下「甲８文献」と

いう。）の記載（段落【００２７】）にも示されるとおり，透明性に優れるポリイ

ミドを製造するには，その原料モノマーである酸二無水物及びジアミンにも共に透

明性に優れたものを使用する必要があることは明らかであって，波長４００ｎｍ付

近の光透過率が高いポリイミドを製造するには，その原料モノマーである酸二無水

物及びジアミンも共に同じく波長４００ｎｍ付近の光透過率が高いものを使用する

必要があることは当然に想起する事項にすぎない。 
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 また，甲３文献の記載（請求項１，１０，段落【００６９】，【００７２】），

甲７文献の記載（請求項１～５，１３～１９，段落【００４２】，【００４３】，

【００６１】）によると，透明性ポリイミドの原料において，透明度の指標として，

「溶液の光路長１０ｍｍにおける波長４００ｎｍの光透過率」を採用することは，

周知技術（以下「周知透明度指標」という。）であると認められる。 

      (d) そうすると，甲４発明において，高い透明性を有するポリイミド

を製造することの動機は十分に存在しているといえ，その際，原料モノマーである

酸二無水物及びジアミンとして，甲４文献に記載されたものの中から適宜選択し，

それらの純度が高いもの，すなわち，少なくとも可視域における光透過性に影響を

与える不純物量が少ないものを使用することは，当業者が当然に想起することであ

って，上記のとおり，当該純度の指標としてポリイミドの透明度において重要であ

ると理解されている「フィルムとしたときの波長４００ｎｍの光透過率」と全く同

じ波長である波長４００ｎｍにおける指標である周知透明度指標を採用し，その透

明度を測定する際の溶媒の種類や溶液の濃度を適宜設定することで，本件発明１に

おいて特定する測定条件とする程度のことは，当業者であれば容易になし得ること

であり，それによる効果も格別のものとはいえない。 

      (e) 原告は，モノマーの光透過率とモノマーの純度は関連性がないと

主張し，ｓ－ＢＰＤＡ（３，３’，４，４’－ビフェニルテトラカルボン酸二無水物）

及びＤＡＣＨ（トランス－１，４－ジアミノシクロヘキサン）についての実験の主

張をする（甲２７）。 

 しかし，ｓ－ＢＰＤＡの実験については，純度９９．９％のｓ－ＢＰＤＡを使用

して精製したポリイミドの透明性が満足できないものであれば，さらに精製したｓ

－ＢＰＤＡを使用して高透明性なポリイミドを製造してみることは，ごく自然なこ

とであって，何ら困難なことではない。 

 また，ＤＡＣＨについての実験は，純度１００％のＧＣ（ガスクロ）分析による

ものであり，気化しない成分は検出されないものであるから，同実験の１００％の
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値をそのまま採用することはできない。 

 したがって，上記実験結果は採用できず，原告の上記主張は採用できない。 

      (f) 原告は，甲４文献では，光透過性に対して影響の異なる不純物を

区別して認識していたとする記載はないから，甲４文献は，モノマー化合物そのも

のの含有率を記載したと理解する他ない，甲４文献の図２は，ポリイミドの吸収ス

ペクトルであって，モノマーの吸収スペクトルではないから，モノマーにおける４

００ｎｍの透過率の重要性を見いだせないと主張する（甲２７）。 

 しかし，甲４文献における上記記載は，高透明性のポリイミドについて述べてい

ることが前提となっており，高透明性とは可視域における透明度が高いことを意味

し，可視域における光透過性に影響を与える要因について種々述べていることに鑑

みると，甲４文献における当該モノマー純度の純度とは，少なくとも可視域におけ

る光透過性に影響を与える不純物量に着目した純度のことを意味し，当該不純物量

を少なくすれば，得られるポリイミドの透明性が向上することは明らかである。 

      (g) 原告は，甲３文献及び甲７文献は，高い透明性のポリイミドを得

るための指標としてモノマー溶液の４００ｎｍ透過率を採用することは何ら開示し

ておらず，周知技術であるとはいえないと主張する（甲２７）。 

 しかし，甲３文献では，ポリアミック酸の光線透過率（４００ｎｍ）については

測定しており，段落【０００６】，【００７２】の記載からみても，モノマー溶液

の４００ｎｍ光透過率が高い原料ＯＤＰＡを使用することでポリイミドの透明性の

向上がもたらされることが理解できる。 

 また，甲７文献には，「内径１０ｍｍの石英セル」と記載されており，当業者で

あれば，同記載が光路長１０ｍｍのことを意味するものと理解する。そして，甲７

文献の段落【００５２】，請求項１７及び実施例７の記載から，透明性に優れたポ

リイミドを得るための指標としてモノマー溶液の４００ｎｍ透過率を採用すること

を開示しているといえる。 

      (h) 原告は，ジアミン誘導体についてモノマー溶液の４００ｎｍ透過
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率を指標として使用することを記載した文献は一切なく，ジアミン誘導体とテトラ

カルボン酸誘導体とは性質の全く異なる化合物であるので，両者を完全に同一視す

るのは根拠がないと主張する（甲２７）。 

 確かに，ジアミンに関しては，モノマー溶液の４００ｎｍ光透過率を透明度の指

標とすることを明記する文献はないものの，透明性に優れたポリイミドを製造する

には，その原料モノマーである酸二無水物及びジアミンも共に透明性に優れたもの

を使用する必要があることは明らかである。そして，例えば，甲６文献の段落［０

０５４］，［００７７］～［００７９］，甲７文献の段落【００５６】～【００５

９】，甲８文献の段落【００２７】にも示されているとおり，透明性に優れるポリ

イミドを製造するに際し，酸二無水物のみならず，ジアミンについても少なくとも

可視域における光透過に影響を与える不純物量ができるだけ少ないものを使用する

ことが好ましいことも，当業者が当然に想起することにすぎない。 

 そうすると，酸二無水物のみならず，ジアミンについても周知透明度指標を採用

することに格別の困難性は見当たらない。 

      (i) したがって，相違点１－１に係る発明特定事項は，当業者が容易

に想到することができる。 

     ｄ 相違点１－２についての検討 

      (a) 甲１文献の段落【００４１】～【００４８】，甲２文献の段落【０

０８１】，【０１５２】及び【０１５３】，甲３文献の段落【００６９】及び【０

１０２】～【０１０５】，甲６文献の段落［００６２］，［００６３］及び［００

７７］～［００７９］，甲７文献の段落【００５６】～【００５９】及び【００８

３】並びに甲８文献の段落【００３３】～【００３５】からすると，酸二無水物と

ジアミンとを反応させて，ポリアミック酸を経てポリイミドを製造するに際し，使

用する溶媒として，Ｎ，Ｎ－ジメチルアセトアミド，Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミ

ド，Ｎ－メチル－２－ピロリドン，γ－ブチロラクトンなどの非プロトン性溶媒は

周知のものであると認められる。  
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      (b) そして，甲４文献には，酸二無水物とジアミンとを反応させるに

際し，特に特定の溶媒を使用するなどといった記載もないから，甲４発明において，

酸二無水物とジアミンとを反応させて，ポリイミドを合成するに際し，使用する溶

媒として，上記の周知の非プロトン性溶媒を採用する程度のことは，当業者であれ

ば容易になし得ることであり，それによる効果も格別のものとはいえない。  

      (c) したがって，相違点１－２に係る発明特定事項は，当業者が容易

に想到することができる。  

     ｅ 相違点１－３についての検討 

      (a) 甲２文献の段落【００８９】，【０１５２】及び【０１５３】，

甲３文献の段落【０１０２】～【０１０５】，甲６文献の段落［００７２］及び［０

０７７］～［００７９］，甲７文献の段落【００５６】～【００５９】及び【００

８３】並びに甲８文献の段落【００３３】～【００３５】からすると，酸二無水物

とジアミンとを反応させて，ポリアミック酸を経てポリイミドを製造するに際し，

イミド化の温度として，２５０～３５０℃程度の温度は周知のものであると認めら

れる。  

      (b) そして，甲４文献には，酸二無水物とジアミンとを反応させるに

際し，特に特定のイミド化の温度を採用するなどといった記載もないから，甲４発

明において，酸二無水物とジアミンとを反応させて，ポリイミドを合成するに際し，

イミド化の温度として，周知の温度である２５０～３５０℃程度の温度を採用する

程度のことは，当業者であれば容易になし得ることであり，それによる効果も格別

のものとはいえない。  

      (c) したがって，相違点１－３に係る発明特定事項は，当業者が容易

に想到することができる。  

   (ｲ) QiuJin 他「Polyimides with Alicyclic Diamines.I.Syntheses and 

Thermal Properties」（訳文「脂環式ジアミンのポリイミド Ⅰ．合成と熱特性」）

Journal of Polymer Science;PartA:Polymer Chemistry,Vol.31,2345-2351（甲５。
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平成５年発行。以下「甲５文献」という。）に記載された発明（以下「甲５発明」と

いう。）及び周知技術に基づく進歩性の欠如 

    ａ 甲５文献には，以下のとおりの甲５発明が記載されている。 

「酸二無水物として再結晶により精製されたＢＰＤＡとジアミンとして蒸留・再結

晶されたｔｒａｎｓ－１，４－ＣＨＤＡとを，Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド（Ｄ

ＭＦ）又はＮ，Ｎ－ジメチルアセトアミド（ＤＭＡｃ）である溶媒中で反応させ，  

 しかる後，得られたポリアミック酸フィルムを，真空中，５０℃１２時間，１０

０℃１時間，１７０℃１時間，２００℃１時間，そして２５０℃１時間と段階的に

加熱してなる，透明性が改良されたポリイミドの製造方法。」  

    ｂ 本件発明１と甲５発明とを比較すると，次の相違点（相違点２）が

ある。 

本件発明１では，「（ｉ）  

光透過率が９０％以上である芳香環を有しないジアミン誘導体（但し，ジアミン

誘導体の透過率は，純水もしくはＮ，Ｎ－ジメチルアセトアミドに１０質量％の濃

度に溶解して得られた溶液に対する波長４００ｎｍ，光路長１ｃｍの光透過率を表

す。以下，同じ。）  

，および  

 光透過率が８０％以上であるテトラカルボン酸誘導体（但し，テトラカルボン酸

誘導体の透過率は，２規定水酸化ナトリウム溶液に１０質量％の濃度に溶解して得

られた溶液に対する波長４００ｎｍ，光路長１ｃｍの透過率を表す。以下，同じ。），  

または  

（ｉｉ）  

 光透過率が８０％以上である芳香環を有するジアミン誘導体，および  

 光透過率が８０％以上である脂環式テトラカルボン酸誘導体（但し，ビシクロ［２，

２，２］オクタンテトラカルボン酸二無水物を除く），または光透過率が８０％以

上であって且つ３，３’，４，４’－ビフェニルテトラカルボン酸二無水物，２，
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２’，３，３’－ビフェニルテトラカルボン酸二無水物，２，３’，３，４’－ビ

フェニルテトラカルボン酸二無水物，３，３’，４，４’－ジフェニルスルホンテ

トラカルボン酸二無水物，ｍ－ターフェニル－３，３’，４，４’－テトラカルボ

ン酸二無水物，２，２’－ビス(３，４－ジカルボキシフェニル)プロパン，１，４，

５，８－ナフタレンテトラカルボン酸二無水物，２，３，６，７－ナフタレンテト

ラカルボン酸二無水物，（１，１’：３’，１”－ターフェニル）－３，３”，４，

４”－テトラカルボン酸二無水物，４，４’－（ジメチルシラジイル）ジフタル酸

二無水物および４，４’－（１，４－フェニレンビス（オキシ））ジフタル酸二無

水物からなる群より選ばれる芳香族テトラカルボン酸誘導体  

を使用し」と特定されているのに対し，甲５発明では，酸二無水物としてのＢＰＤ

Ａが再結晶により精製されたものであり，ジアミンとしてのｔｒａｎｓ－１，４－

ＣＨＤＡが蒸留・再結晶されたものであると特定されている点。 

     ｃ 相違点２についての検討 

      (a) 甲５文献には，「脂環式ジアミンのポリイミド Ｉ．合成及び熱

特性」（２３４５頁タイトル） ，「我々は，ポリイミドの主鎖に脂環式ジアミンを

使用して分子間電荷移動錯体の形成を抑制し，透明性を改良し，誘電率を低くする

ことを試みた。・・・本論文では，シクロへキシル部分を使用してジアミンの芳香

環を置き換え，ピロメリット，ベンゾフェノンテトラカルボキシル，又はビフェニ

ルテトラカルボキシル部分を含有する新しい脂環式ポリイミドを製造した。」（２

３４５頁右欄１５行～２３４６頁左欄７行）との記載があり，同記載によると，ポ

リイミドの主鎖に脂環式ジアミンを使用して透明性を改良することが記載されてい

る。      

また，甲５文献には，「材料 ポリアミック酸及びポリイミドを製造するために

本研究で使用する酸二無水物及びジアミンを図１に示す。芳香族酸二無水物，例え

ばピロメリット酸二無水物（ＰＭＤＡ），ビフェニルテトラカルボン二無水物（Ｂ

ＰＤＡ）及びベンゾフェノンテトラカルボン酸二無水物（ＢＴＤＡ）は，再結晶に
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よって精製した。ｔｒａｎｓ－及びｃｉｓ－１，４－ジアミノシクロヘキサンの混

合物（ｍｉｘ－１，４－ＣＨＤＡ，沸点１８１℃）を，使用前に減圧下で蒸留し，

暗室に保存した。ｔｒａｎｓ－１，４－ジアミノシクロヘキサン（ｔｒａｎｓ－１，

４－ＣＨＤＡ，沸点１９７℃）をｍｉｘ－１，４－ＣＨＤＡと同様な方法で蒸留し

保存した。４，４’－ジアミノシクロヘキシルメタン（ＤＣＨＭ）は，立体異性体

の混合物として市販され，ｔｒａｎｓ－ｔｒａｎｓ：ｔｒａｎｓ－ｃｉｓ比が約６

５：３５である。・・・そのｔｒａｎｓ－ｔｒａｎｓ異性体を，立体異性体の混合

物からヘキサン溶液からの再結晶によって分離した。再結晶されたｔｒａｎｓ－ｔ

ｒａｎｓ異性体は，ｔｒａｎｓ－ｃｉｓ異性体＝９４：６の組成を有する。」（２

３４６頁左欄１７行～２３４６頁右欄１５行）との記載があり，同記載によると，

酸二無水物としてＢＰＤＡが，ジアミンとしてｔｒａｎｓ－１，４－ＣＨＤＡがそ

れぞれ記載されており，ＢＰＤＡは再結晶により精製したこと，ｔｒａｎｓ－１，

４－ＣＨＤＡは蒸留・再結晶によって分離したことが記載されている。 

これらの記載に鑑みると，甲５文献では，単に脂環式ジアミンを使用することの

みならず，さらに当該脂環式ジアミンであるｔｒａｎｓ－１，４－ＣＨＤＡを蒸留・

再結晶するとともに，併せて，酸二無水物であるＢＰＤＡを再結晶により精製する

ことにより，高い透明性を有するポリイミドを製造していることからみて，さらに

高い透明性を有するポリイミドを製造することの動機は十分に存在しているといえ

る。甲５発明において，原料モノマーである酸二無水物としてのＢＰＤＡとジアミ

ンとしてのｔｒａｎｓ－１，４－ＣＨＤＡについて，蒸留や昇華・再結晶といった

周知の手段によって精製することは，少なくとも可視域における光透過性に影響を

与える不純物量に着目し，このような不純物量を少なくすることを意味するものと

解するのが自然である。  

 そうすると，それらの原料モノマーの少なくとも可視域における光透過性に影響

を与える不純物量を少なくするに際して，その不純物量の程度の指標として周知透

明度指標を採用し，本件発明１において特定する測定条件とする程度のことは，前
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記の相違点１－１についての検討で述べたとおり，当業者であれば容易になし得る

ことであり，それによる効果も格別のものとはいえない。  

      (b) 原告は，前記(ｱ)ｃ(e)～(h)で主張したことに加え，甲５文献は，

ポリイミドの透明性を改良するために，脂環式ジアミンを使用する文献であって，

モノマーの純度を上げることでポリイミドの透明性を改良することを開示した文献

ではない，甲５文献では，不純物の種類を区別して認識していたとする記載はない，

甲５文献は，原料のモノマーについては，純度が高ければ高い程よいという一般論

に基づいて精製しているにとどまるものであり，「可視域における光透過性に影響

を与える不純物量を少なくすることを意味する」との開示があると解するのは，甲

５文献の開示及び教唆を超えた解釈であると主張する。  

 しかし，前記(a)のとおり，甲５文献は，単に脂環式ジアミンを使用することを開

示するに留まらず，さらに当該脂環式ジアミンであるｔｒａｎｓ－１，４－ＣＨＤ

Ａを蒸留・再結晶するとともに，併せて，酸二無水物であるＢＰＤＡを再結晶によ

り精製することにより，高い透明性を有するポリイミドを製造することも開示して

いるのであるから，甲５文献が，モノマーの純度を上げることでポリイミドの透明

性を改良することを開示した文献ではないとはいえない。そして，確かに，ＣＨＤ

Ａを蒸留するに際し，不純物の種類を区別していることは明記されていないものの，

甲５文献は，高い透明性を有するポリイミドを製造することをその前提とするもの

であることに鑑みると，原料モノマーに含まれる不純物としては，当然に少なくと

も可視域における光透過性に影響を与える不純物量に着目することが自然である以

上，このような不純物を意味すると解することも自然なことである。  

     (c) したがって，相違点２に係る発明特定事項は，当業者が容易に想到

することができる。  

 イ 本件発明２～９について 

本件発明２～９は，いずれも，本件発明１と同様の理由により当業者が容易に発

明をすることができたものである。 
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 (2) サポート要件違反 

  ア 本件発明１について 

(ｱ) 本件明細書の記載（段落【０００９】，【００５４】～【００７１】，

【表１】，【表２】）からすると，本件発明の課題である優れた透明性を持つポリ

イミドとは，膜厚約１０μｍのポリイミド膜の４００ｎｍにおける光透過率で８

０％以上であることを意味するものであると解される。  

 しかし，一般に，ポリイミドにおいて，透明性を改良するに際して，モノマーで

あるジアミン及び酸二無水物各々の純度（少なくとも可視域における光透過性に影

響を与える不純物量）のみならず，それらの化学構造の違いやモノマーの組み合わ

せ，溶媒の違いあるいはイミド化（製膜）条件の違いによっても，得られるポリイ

ミドの透明性が変化すること，そのため，透明性を持つポリイミドを具体的に製造

するためには，(i)ジアミンは電子吸引性基を含み，かつｍ－置換構造のものを用い

ること，(ii)酸二無水物は電子供与性基を含むものを用いること，(iii)ジアミン，

酸二無水物ともに分離基を有するものを用いること，(iv)Ｎ－メチル－２－ピロリ

ドン（ＮＭＰ）などの着色を起こす溶媒を使用せず，着色を起こさない溶媒を用い

ること，(v)モノマーは見た目きれいな結晶をしていても僅かな不純物が光透過性

を悪化する原因となるので充分に精製した純度の高いものを用いること，(vi)イミ

ド化法としては化学イミド化又は不活性雰囲気下の加熱イミド化を行なうことが指

針とされ，実際上はこれら複数の要因が複雑に影響し合うものであることは技術常

識であるといえる（例えば，「ポリイミド樹脂」（甲９。平成３年２月２５日株式

会社技術情報協会発行。以下「甲９文献」という。）の１０３頁１行～１１０頁１

０行）。  

 そうすると，膜厚約１０μｍのポリイミド膜の４００ｎｍにおける光透過率で８

０％以上であるという優れた透明性を持つポリイミドを製造するに際し，当該透明

性に影響を与える要因が多数存在し，しかもそれらが複雑に影響し合っているとい

う状況，特に，モノマー（ジアミン誘導体やテトラカルボン酸誘導体）自体の透明
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性のみならず，モノマーに含まれる官能基が複雑に作用した結果としてのポリイミ

ドの分子鎖方向の電子の流れやすさや分子鎖間のＣＴ錯体の形成しやすさの影響も

ポリイミドの光の吸収に大きく作用することが技術常識であるという状況において，

上記の他の複数の要因が複雑に影響し合ったことの影響の結果として，製造された

ポリイミドの光透過率が８０％を下回る場合があると想定されるのであるから，当

該高いレベルでの透明性を有するポリイミドを製造するためには，本件発明１で特

定する光透過率の条件を満たすジアミン誘導体やテトラカルボン酸誘導体を使用す

ることに加えて，「Ｎ，Ｎ－ジメチルアセトアミド，Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミ

ド，Ｎ－メチル－２－ピロリドン，Ｎ－エチル－２－ピロリドン，γ－ブチロラク

トン，γ－バレロラクトン，δ－バレロラクトン，γ－カプロラクトン，ε－カプ

ロラクトン，α－メチル－γ－ブチロラクトン，ｍ－クレゾール，ｐ－クレゾール，

３－クロロフェノール，４－クロロフェノール，１，３－ジメチル－２－イミダゾ

リジノン，スルホラン，およびジメチルスルホキシドからなる群より選ばれる溶媒

を使用し」と種々の広範囲の溶媒を特定しつつ，「イミド化反応は，２００℃～５

００℃の温度で実施する」とイミド化反応の温度を広範囲に特定するのみでは，上

記の(i)～(iii)に該当しないものも包含するものであるし，溶媒の種類についても

上記の(iv)で適当でないとされたＮ－メチル－２－ピロリドン等を包含するもので

あるし，加熱イミド化についても上記の(vi)で適当でないとされた空気中での加熱

イミド化を包含するものである。また，そもそも，上記のとおり，透明性に優れた

モノマー（ジアミン誘導体やテトラカルボン酸誘導体）を反応させて製造されたポ

リイミドが必ずしも透明性に優れたものとはいえない。これらのことからすると，

本件特許の請求項１の記載は，本件発明１の課題が解決できることを当業者が認識

できるように記載された範囲を超えているものである。  

    (ｲ) 仮に，本件明細書の実施例において良好な結果が得られているとして

も，それらは飽くまでも，当該実施例におけるただ一つの製造条件において実施し

た場合に限られるものといえ，この良好な結果が，本件発明１で特定する光透過率
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の条件を満たすあらゆるジアミン誘導体やテトラカルボン酸誘導体の選択の組合せ，

溶媒の選択及びイミド化温度条件の選択の全ての組合せにおいてまでも達成される

ものとはいえない。  

当業者が，本件特許の出願時の技術常識を参酌したとしても，優れた透明性を有

する当該ポリイミドの製造方法として，本件明細書の発明の詳細な説明に開示され

た内容から，請求項１に係る，ジアミン誘導体又はテトラカルボン酸誘導体の光透

過率が特定範囲であるものを使用すること，特定の種類の溶媒を使用すること及び

特定の温度範囲でイミド化反応を行うこと以外に何ら特定していない全般の範囲に

まで，本件発明１の課題が解決できることを当業者が認識できるとはいえない。  

 したがって，本件特許出願時の技術常識に照らしても，請求項１の記載は，本件

発明１の課題が解決できることを当業者が認識できるように記載された範囲を超え

ているものである。 

(ｳ) 以上のとおり，本件発明１は，本件明細書の発明の詳細な説明に記載

したものということはできない。  

  イ 本件発明２～９について 

 本件発明２～９は，直接的あるいは間接的に本件発明１を引用しているものであ

って，前記アで述べた点についてさらに特定するものでもないから，本件発明１に

ついて述べたのと同じ理由によって，本件明細書の発明の詳細な説明に記載したも

のということはできない。  

 (3) 実施可能要件違反 

  ア 本件発明１について 

    (ｱ) 本件発明１の優れた透明性を持つポリイミドとは，膜厚約１０μｍの

ポリイミド膜の４００ｎｍにおける光透過率で８０％以上であることを意味するも

のであると解される。  

 しかし，一般に，ポリイミドにおいて，透明性を改良するに際して，モノマーで

あるジアミン及び酸二無水物各々の純度（少なくとも可視域における光透過性に影
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響を与える不純物量）のみならず，それらの化学構造の違いやモノマーの組み合わ

せ，溶媒の違い又はイミド化（製膜）条件の違いによっても，得られるポリイミド

の透明性が変化すること，そのため，透明性を持つポリイミドを具体的に製造する

ためには，(i)ジアミンは電子吸引性基を含み，かつｍ－置換構造のものを用いるこ

と，(ii)酸二無水物は電子供与性基を含むものを用いること，(iii)ジアミン，酸二

無水物ともに分離基を有するものを用いること，(iv)Ｎ－メチル－２－ピロリドン

（ＮＭＰ）などの着色を起こさない溶媒を用いること，(v)モノマーは見た目きれい

な結晶をしていても僅かな不純物が光透過性を悪化する原因となるので充分に精製

した純度の高いものを用いること，(vi)イミド化法としては化学イミド化又は不活

性雰囲気下の加熱イミド化を行なうことが指針とされ，実際上はこれらの要因が複

雑に影響し合うものであること，特に，モノマー（ジアミン誘導体やテトラカルボ

ン酸誘導体）自体の透明性のみならず，モノマーに含まれる官能基が複雑に作用し

た結果としてのポリイミドの分子鎖方向の電子の流れやすさや分子鎖間のＣＴ錯体

の形成しやすさの影響もポリイミドの光の吸収に大きく作用することが技術常識で

あるといえる（例えば，甲９文献の１０３頁１行～１１０頁１０行）。  

 そうすると，膜厚約１０μｍのポリイミド膜の４００ｎｍにおける光透過率で８

０％以上であるという優れた透明性を持つポリイミドを製造するに際し，ジアミン

誘導体とテトラカルボン酸誘導体との組合せ，溶媒の選択やイミド化反応の温度な

どの製造条件の組合せは，複雑に影響し合うことによって，得られるポリイミドの

光透過率に影響を与える重要な要因であるということができ，上記の他の複数の要

因が複雑に影響し合ったことの影響の結果として，製造されたポリイミドの光透過

率が８０％を下回る場合があると想定される。上記のとおり，透明性に優れたモノ

マー（ジアミン誘導体やテトラカルボン酸誘導体）を反応させて製造されたポリイ

ミドが必ずしも透明性に優れたものとはいえないのであるから，当該高いレベルで

の透明性を有するポリイミドを製造するためには，ポリイミドの光透過率に影響を

与える各要因（原料モノマーの選択及びそれらの組み合わせ並びに製造条件）につ
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いて，本件発明１で特定する光透過率の条件を満たすジアミン誘導体やテトラカル

ボン酸誘導体を選択しかつ組み合わせることに加えて，列挙された広範囲の溶媒か

ら最適なものを選択しつつ，イミド化反応の温度として２００℃～５００℃の中か

ら最適な温度を選択するという，それらの条件等を変更した実験を逐次行い，得ら

れるポリイミドの透明性について，膜厚約１０μｍのポリイミド膜の４００ｎｍに

おける光透過率が８０％以上であるかどうか逐一測定することを繰り返す必要があ

る。  

 したがって，このような高いレベルでの透明性を有するポリイミドを得るために

は，たとえ当業者であっても過度の試行錯誤を要するものというべきである。  

    (ｲ) 本件明細書の実施例において良好な結果が得られているとしても，そ

れらは飽くまでも，当該実施例における一つの製造条件において実施した場合に限

られるものといえ，この良好な結果をもってして，本件発明１で特定する光透過率

の条件を満たすあらゆるジアミン誘導体やテトラカルボン酸誘導体を使用するもの

の組合せの全て，特定する溶媒の全て，及び特定するイミド化温度の全ての組合せ

においてまでも，実施例と同様に当業者が容易に実施可能なものであるとはいえな

い。  

      (ｳ) したがって，本件明細書の発明の詳細な説明は，本件発明１を当業者

が容易に実施することができる程度に記載されているとはいえない。  

  イ 本件発明２～９について 

 本件発明２～９は，直接的あるいは間接的に本件発明１を引用しているものであ

るから，本件発明１について述べたのと同じ理由によって，本件明細書の発明の詳

細な説明は，本件発明２～９を当業者が容易に実施することができる程度に記載さ

れているとはいえない。  

第３ 原告主張の取消事由 

 １ 取消事由１（甲４文献に基づく進歩性判断の誤り－甲４発明の認定及び相違

点の認定の誤り） 
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  (1) 甲４発明の認定の誤り 

本件決定は，甲４発明について，「ポリイミドが酸二無水物とジアミンとの反応に

より温和な条件で容易に合成することができる」との記載のみを参酌して，「酸二無

水物とジアミンとを反応させてなるポリイミドの合成方法」と認定したが，甲４文

献に記載されているのは，ポリイミドの分子設計によって光の透過率を上げようと

する技術であって，「酸二無水物とジアミンとを反応させてなるポリイミドの合成

方法」一般に係る上位概念の発明が記載されているわけではない。 

仮に，甲４文献の記載に基づき，本件決定が認定するような引用発明の「上位概

念化」が許されるとの前提に立っても，甲４発明は，正しくは以下のとおり認定さ

れるべきである。 

「分子内ＣＴ遷移ないし分子間ＣＴ遷移に着目して酸二無水物成分とジアミン成

分とを選択し，酸二無水物と，ジアミンとを用いて反応させてなるポリイミドの合

成方法。」 

理由は，以下のとおりである。 

  ア 甲４文献には，以下のとおりの記載がある。 

(ｱ) 「１．はじめに」との見出しの下，「本章では，ＰＩの紫外～可視域で

の光透過性（光吸収）と蛍光発光をＰＩの電子構造，特に電荷移動（ＣＴ）遷移と

局所励起（ＬＥ）遷移に基づいて説明し，また近赤外域での光透過性を赤外振動吸

収に基づいて説明して，近年行われつつある高透明性や高屈折率を示すＰＩの分子

設計と合成，物性評価について解説する。」(１０２頁左欄１８行～右欄３行)との記

載があり，同記載からすると，甲４文献がポリイミドの透明度と電子構造との関係

を明らかにし，これに基づいて高透明性を達成可能なポリイミドの分子設計を提案

するものであることが示されている。 

   (ｲ) 「２．ポリイミドの光透過性」では，最初に「２．１ ポリイミドの

化学構造と光透過性」として，「芳香族ポリイミド（ＰＩ）薄膜の可視域における光

透過性は，ＰＩの化学構造によって決まる分子内の電荷移動（ＣＴ）相互作用の強
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さと薄膜の作製条件（硬化温度，モノマー純度，溶媒の種類，熱処理の雰囲気等）

に依存することが知られている。」（１０２頁右欄１２行～１６行）との説明がされ

た上で，１９７０年代に芳香族ポリイミドの光透過性の研究がスタートして以来，

ジアミン部分と酸無水物部分とのＣＴ相互作用が光透過性と相関を有することが明

らかにされてきたこと（１０２頁右欄２０行～２３行），分子間ＣＴを阻害するため

にモノマー構造を選択する必要があることが見いだされ（１０３頁左欄３行～５行），

フッ素を含有するポリイミドや脂環式構造を有する原料を用いたポリイミドなどに

より高い光透過性が達成されたこと（１０３頁左欄２０行～右欄９行）などが説明

されている。 

図２は，芳香族ポリイミド，半芳香族ポリイミド及び脂環式ポリイミドの光吸収

スペクトルを比較して，脂環式ポリイミドの光透過性がよいことを説明するもので

あり，まさに構造によってポリイミドの透明度を確保しようとする試みを説明する

ものといえる。 

   (ｳ) 「２．２ ＰＩの電子構造とモノマーの電子的性質」として，芳香族，

半芳香族，全脂環式のポリイミドの光吸収スペクトルと分子軌道分布とが示され，

全芳香族＜半芳香族＜全脂環式ＰＩの順に可視域の光透過性が増加することがポリ

イミドの電子状態によって説明されること（１０５頁左欄１行～最終行），ポリイミ

ドの原料物質の電子状態を評価すると，電子受容性の弱い酸無水物と電子供与性の

弱いジアミンとを組み合わせれば，光透過性に優れたポリイミドを合成することが

できると考えられること（１０８頁左欄５行～１３行）などが説明されている。 

また，「２．３ ＰＩの光透過性とモノマーの電子的性質」の項では，分子内ＣＴ

遷移と分子間ＣＴ遷移がそれぞれポリイミドの着色に与える影響について，圧力印

加実験により検討した結果等が示されている。 

   (ｴ) 「２．４ 含フッ素酸無水物から合成されるＰＩの光透過性」及び「２．

５ 脂環式ＰＩの電子構造と光学的性質」の項では，フッ素を含有する酸無水物で

ある６ＦＤＡが分子間ＣＴ遷移を抑制し，ポリイミドの透明性に好ましい影響を与
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えること及び脂環式ポリイミドは光吸収端が３００ｎｍ付近に存在することから光

学的応用が期待されていることが述べられている。 

(ｵ) 「５．おわりに」と名付けられた項では，従来の芳香族ＰＩに見られ

る紫外から可視域にかけての強い光吸収はＣＴ性のπ→π＊遷移に由来することか

ら分子内ＣＴ遷移を抑制する脂環構造や分子間ＣＴを抑制する含フッ素ＰＩにより

大きく低減されることが述べられ（１２６頁左欄１６行～２０行），「“ＰＩの化学構

造と光学的性質”の理解も，この２０年で大きく進んだと言って良いであろう・・・

今後もＰＩの物理と化学を基礎においた研究と開発の更なる進展が期待される。」

（１２６頁左欄２６行～３３行）と結論付けられている。 

  イ 上記アからすると，甲４文献は，透明性の高いポリイミドを得る手段と

して，専ら分子間ＣＴ遷移や分子内ＣＴ遷移の強弱に着目して，含フッ素酸無水物

を利用したり，脂環式構造とするなどのポリイミドの分子設計によることを開示す

るものであり，甲４文献から，何らの限定もない「酸二無水物とジアミンとを反応

させてなるポリイミドの合成方法」という発明を認定することはできない。 

  (2) 相違点の認定の誤り 

 甲４発明を，前記(1)のとおり，「分子内ＣＴ遷移ないし分子間ＣＴ遷移に着目し

て酸二無水物成分とジアミン成分とを選択し，酸二無水物と，ジアミンとを用いて

反応させてなるポリイミドの合成方法。」と認定すると，本件発明１と甲４発明の相

違点１－１は，以下のとおりとなる（なお，相違点１－２，１－３は認める。）。 

   （相違点１－１） 

本件発明１では，「（ｉ） 

光透過率が９０％以上である芳香環を有しないジアミン誘導体（但し，ジアミン誘

導体の透過率は，純水もしくはＮ，Ｎ－ジメチルアセトアミドに１０質量％の濃度

に溶解して得られた溶液に対する波長４００ｎｍ，光路長１ｃｍの光透過率を表す。

以下，同じ。） 

，および 
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光透過率が８０％以上であるテトラカルボン酸誘導体（但し，テトラカルボン酸

誘導体の透過率は，２規定水酸化ナトリウム溶液に１０質量％の濃度に溶解して得

られた溶液に対する波長４００ｎｍ，光路長１ｃｍの透過率を表す。以下，同じ。）， 

または 

（ｉｉ） 

  光透過率が８０％以上である芳香環を有するジアミン誘導体，および 

光透過率が８０％以上である脂環式テトラカルボン酸誘導体（但し，ビシクロ［２，

２，２］オクタンテトラカルボン酸二無水物を除く），または光透過率が８０％以上

であって且つ３，３’，４，４’－ビフェニルテトラカルボン酸二無水物，２，２’，

３，３’－ビフェニルテトラカルボン酸二無水物，２，３’，３，４’－ビフェニル

テトラカルボン酸二無水物，３，３’，４，４’－ジフェニルスルホンテトラカルボ

ン酸二無水物，ｍ－ターフェニル－３，３’，４，４’－テトラカルボン酸二無水物，

２，２’－ビス(３，４－ジカルボキシフェニル)プロパン，１，４，５，８－ナフ

タレンテトラカルボン酸二無水物，２，３，６，７－ナフタレンテトラカルボン酸

二無水物，（１，１’：３’，１”－ターフェニル）－３，３”，４，４”－テトラカ

ルボン酸二無水物，４，４’－（ジメチルシラジイル）ジフタル酸二無水物および

４，４’－（１，４－フェニレンビス（オキシ））ジフタル酸二無水物からなる群よ

り選ばれる芳香族テトラカルボン酸誘導体 

を使用し」として，反応に用いるテトラカルボン酸誘導体及びジアミン誘導体の光

透過率が厳密に特定されているのに対し，甲４発明では，分子内ＣＴ遷移ないし分

子間ＣＴ遷移に着目して酸二無水物成分とジアミン成分とを選択している点 

  (3) 被告の主張について 

 被告は，甲４文献の４６９頁左欄１行～７行（乙１）を引用し，ポリイミドがテ

トラカルボン酸二無水物とジアミンとを反応させて得られることは周知の合成方法

であるから，本件決定の認定に誤りはないと主張する。 

しかし，そもそも乙１は本件決定において引用されていない。本件決定は，飽く
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まで編集委員会の謝辞が記載された「発刊にあたって」と題する部分に含まれてい

る甲４記載部分から「酸二無水物とジアミンとを反応させてなるポリイミドの合成

方法」を認定したものであるが，編集委員会の謝辞の記載は，技術的思想としての

発明を開示するものではないから，甲４記載部分に基づいて主引例たるべき具体的

な発明を認定することはできない。 

 ２ 取消事由２（甲４文献に基づく進歩性判断の誤り－相違点１－１に係る容易

想到性の判断の誤り） 

  (1) 当業者には甲４発明の実施に当たりモノマーの光透過率を制御する動機が

ないこと 

   ア 甲４発明は，分子設計により透明性の高いポリイミドを得ることを目的

とするものであり，モノマーの光透過率の制御とは課題が異なること 

本件発明１は，ポリイミドの製造に用いるジアミン誘導体及びテトラカルボン酸

誘導体の所定の波長における光透過率を厳密に制御することにより，透明性の高い

ポリイミドを得ることができることを明らかにしたものである。一方，甲４発明は，

酸二無水物及びジアミンという原料モノマーの光透過率に全く着目することなく，

専ら（合成された）ポリイミドの分子設計により透明性の高いポリイミドを得よう

としたものであり，両者は透明性の高いポリイミドを得ようとするアプローチが全

く異なり，具体的な課題が全く異なるというべきである。 

ポリイミドフィルムを構成する各モノマーの化学構造は，ＣＴ相互作用を通して

フィルムの透明性に影響することが早くから知られており，古くから研究が進んで

いたが，高い透明性を有するポリイミドフィルムを工業的に安定して製造しようと

する場合，原料のモノマーの品質管理（着色状況の管理）がより重要となるところ，

こうした品質管理の重要性は，ポリイミドの工業生産を志向する場合に初めて認識

又は要求される課題であり，甲４文献のようなポリイミドの基礎を論じる解説書が

想定するラボスケール（研究レベル）では認識され得ない課題である。 

本件発明１は，このような工業的生産における品質管理の分野において，得られ
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るポリイミドの品質を，極めて簡便な手法によりコントロールすることを可能にす

るものである。 

本件発明１と甲４発明とは，甲４発明がモノマー材料の研究であり，本件発明１

が工業生産における品質管理の発明であるという点で，前提とする解決課題が全く

異なる。 

イ 甲４文献には，モノマーの光透過率を制御するという技術思想は開示さ

れていないこと 

(ｱ) 甲４文献に記載の「モノマー純度」は，着色に影響を及ぼす不純物の

含有量を意味するものでないこと 

一般に化学分野において，「純度」との用語は，「物質中の主成分がその中で占め

る割合，すなわち主成分の含有率」を意味するものであり（甲３６），主成分以外に

どのような成分が含まれるものであるかについて規定するものではない。 

ポリイミドを構成するための原料モノマーには，可視域における光透過性に影響

を与える原料モノマー以外にも様々な不純物が含まれている。具体的には，原料モ

ノマー中には，原料モノマーの構造の一部が別の構造に置換され，あるいは別の物

質と反応したような，いわゆる「出来損ないのモノマー」が含まれている。また，

本件明細書の段落【０００４】に記載されているとおり，着色に影響を及ぼすモノ

マーの酸化物や微量金属等の不純物もまた，原料モノマー中に含まれている。した

がって，原料モノマー中には，少なくとも，①所望のモノマー（主成分），②出来損

ないのモノマー（不純物），③モノマーの酸化物（不純物），④微量金属（不純物），

⑤その他（不純物）が含まれており，「モノマー純度」とは，「①／（①＋②＋③＋

④＋⑤）」，すなわち成分全体に対する所望のモノマーの比であるということができ

る。そして，③モノマーの酸化物や，④微量金属等の着色に影響を与える不純物の

含有量は極微量であるため，いくらモノマー純度を精製によって向上させ，出来損

ないのモノマーを減少させても，光透過率の向上に結び付くとは限らない。 

甲４文献は，ポリイミドの分子構造に着目して透明度を向上させようとする文献
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であり，「モノマー純度」との文言は１０２頁右欄の括弧書き中にわずかに一度登場

するのみであって，これ以外に純度について述べる記載は皆無であるから，甲４文

献に記載の「モノマー純度」の用語は，上記の化学分野における一般的定義を参酌

して判断されるべきである。そうすると，甲４文献における「モノマー純度」とは，

分子構造に着目して透明度の向上したポリイミドを合成するに当たって用いられる

所望の原料モノマーの含有率（上記説明した「①／（①＋②＋③＋④＋⑤」）を意味

するものと解釈できる。 

    (ｲ) 甲４文献に記載の「モノマー純度」とモノマーの光透過率とは全く異

なる指標であること 

     ａ 甲４文献中には，原料モノマー中の不純物が光透過性に影響を与え

る旨の記載は一切存在せず，本件発明１において見いだされた，原料のモノマーの

着色による原料モノマーの光透過率の低下がポリイミドの光透過性を低下させる旨

の記載もこれを示唆する記載もない。 

     ｂ 本件決定は，モノマー純度が高いとは，可視域における光透過性に

影響を与える不純物量が少ないモノマーのことを意味すると判断し，同判断の根拠

として，甲９文献の記載を挙げるが，甲９文献には，「再結晶した後のモノマーを用

いたほうが光透過性にやや優れている。光透過性では僅かな差では有るが，着色の

差としてはっきりと表れる。」との記載があり，甲９文献には，同記載のとおり，モ

ノマーを再結晶することで純度を上げたとしても，光透過性の改善は僅かな差であ

ることが示されている。 

     ｃ 原告は，異なる製造元から入手した３種のｔ－ＤＡＣＨ（ジアミン

誘導体）について，ガスクロマトグラフィー（ＧＣ）及び液体クロマトグラフィー

（ＬＣ）によって，モノマー純度と，４００ｎｍにおける光透過率とを測定し，ま

た，このうち２種のｔ－ＤＡＣＨを用いて製造したポリイミドの光透過率を測定し

た（甲３７。同実験を，以下「甲３７実験」という。）ところ，実験結果から，モノ

マー純度とモノマー及びポリイミドの光透過率との間に相関関係がないことが確認
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された。 

     ｄ 以上のとおり，モノマーの純度と，本件発明１にいう「原料モノマ

ーの着色の抑制によるポリイミドの光透過性の改善」とは関係がない。 

仮に，甲４文献の「モノマー純度」が可視域における光透過性に影響を与える不

純物量の減少を意味するものであったとしても，甲４文献に，原料モノマー（とり

わけジアミン化合物）の着色を極力抑制して原料モノマーの光透過率を厳密に制御

することで，ポリイミドの光透過性を改善するという思想が開示されていると理解

することは不可能である。 

   ウ 小括 

以上のとおり，当業者は，甲４文献に接した場合，ポリイミドの着色の原因は専

ら分子内ＣＴ遷移や分子間ＣＴ遷移などの電子状態によって引き起こされるもので

あると認識する。甲４文献には，原料モノマーの着色を抑制することで溶液中にお

ける原料モノマーの所定の波長における光透過率を厳密に制御（工程管理）し，そ

れによってポリイミドの透過性を改善することについては記載も示唆もされていな

いのであるから，当業者は甲４文献を見ても，透明性の高いポリイミドを得るため，

原料モノマーの上記光透過率を制御しようという動機付けを得ることはできない。  

したがって，当業者には甲４発明を実施するに当たり，ジアミン及び酸二無水物

の光透過率を厳密に制御することを開示する各周知技術文献を参酌し，本件発明１

を達成する動機がない。 

  (2) 本件決定が認定に用いている周知技術文献は，いずれも本件発明１の光透

過率を満足するジアミン誘導体を開示するものではなく，周知技術を適用しても本

件発明１に至らないこと 

本件決定が認定に用いている文献中には，ジアミン誘導体（ジアミン化合物）と

テトラカルボン酸誘導体との両方について所定の波長における光透過率を制御する

ことはもとより，原料モノマーとしてのジアミン化合物の光透過率について言及し

た文献さえ存在しない。ポリイミドの原料モノマーとして用いるジアミン化合物に
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ついて精製することを開示する文献としては，甲６文献，甲７文献及び甲８文献が

あるが，これらはいずれも着色を防止するために精製することが望ましいとの一般

論を開示するにすぎず，ジアミン化合物の所定の波長における光透過率が本件発明

１の所定の数値を満足するものであることを開示するものではないし，ポリイミド

の製造（工業生産）に当たりジアミン化合物の光透過率を工程上管理することでポ

リイミドの透明性を改良することを開示するものでもない。 

また，甲６文献，甲７文献及び甲８文献に記載のジアミン化合物は，本件発明１

の光透過率を満足していない。例えば，甲６文献（段落［００５４］）及び甲８文献

（段落【００２７】）に開示されているｎ－ヘキサンでの再結晶・精製に相当する特

開２０１２－１４０３９９（甲３４）の参考例２では，トランス－１，４－ジアミ

ノシクロヘキサンをｎ－ヘキサンで再結晶により精製した結果，４００ｎｍにおけ

る光透過率が８９％であった事実が開示されている。 

したがって，甲６文献等の周知技術文献に開示されている一般的な再結晶・精製

に関する技術を甲４文献に適用したとしても，本件発明１に至ることはできない。 

  (3) 本件発明１は顕著な効果を奏すること 

本件発明１は，原料であるジアミン誘導体及びテトラカルボン酸誘導体の不純物

量ではなく，ポリイミド製造時における４００ｎｍにおける光透過率に着目し，ジ

アミン誘導体及びテトラカルボン酸誘導体の両方の光透過率を厳密に制御（工程上

管理）することにより，簡便な工程管理で大幅に透明性の改善されたポリイミドを

工業的に得ることを可能にしたものであり，顕著な効果を奏する。 

  (4) 本件決定について 

   ア 前記第２の３(1)ア(ｱ)ｃ(a)について 

本件決定は，モノマーの純度とは，少なくとも可視域における光透過性に影響を

与える不純物量に着目した純度のことを意味すると判断している。 

しかし，前記のとおり，甲４文献の「モノマー純度」とは，分子構造に着目して

透明度の向上したポリイミドを合成するに当たって用いられる所望の原料モノマー
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の含有率を意味するものと解釈できる。甲４文献にわずかに一度登場する「モノマ

ー純度」との文言に基づき，「可視域における光透過性に影響を与える不純物量に着

目した純度」を意味するものと理解することは不可能である。 

  イ 前記第２の３(1)ア(ｱ)ｃ(b)について 

本件決定は，ポリイミドに関し透明性に影響を与えるのは可視光の短波長側であ

ることが理解されると認定している。 

しかし，本件決定がその根拠とする甲４文献の記載は，いずれも単に脂環式構造

ポリイミドと半芳香族ポリイミド，そして芳香族ポリイミドで光の吸収端が異なり，

脂環式ポリイミドではその他のポリイミドとは異なり，３００ｎｍ付近の近紫外域

においても高い光透過率が得られることを述べているにすぎず，ポリイミドに関し

透明性に影響を与えるのは可視光の短波長側であることを述べているわけではない。

当業者がこれらの記載を見ても，用いる材料によって光吸収端が異なることを理解

するにすぎず，波長４００ｎｍ付近の光透過率が重要であると理解するはずがない。 

   ウ 前記第２の３(1)ア(ｱ)ｃ(c)について 

本件決定は，甲３文献，甲６文献，甲７文献及び甲８文献の記載から，透明性に

優れるポリイミドを製造するには，その原料モノマーである酸二無水物及びジアミ

ンも波長４００ｎｍ付近の光透過率が高いものを使用する必要があることは当業者

の当然に想起する事項であるとする。 

しかし，本件決定が上記認定の根拠として挙げる文献には，ジアミン誘導体につ

いて波長４００ｎｍにおける光透過率が高いものを使用することを開示するものは

ない。上記文献のジアミンは，本件発明１の光透過性要件を満たさないものであり，

これらの周知技術を甲４発明に組み合わせても，本件発明１に至ることはできない。

また，原料であるジアミン誘導体の特定波長における光透過率が優れた値を示せば，

得られるポリイミドの同波長における光透過率も優れた値となることを示す技術常

識は存在しない。 

さらに，テトラカルボン酸誘導体について波長４００ｎｍ付近の光透過率が高い
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ことが望ましいことを開示する文献は甲３文献及び甲７文献であるところ，同文献

は，いずれも一般的にテトラカルボン酸誘導体の４００ｎｍにおける光透過率が得

られるポリイミドの透明性に寄与することを開示するものであるとはいえない。 

  エ 前記第２の３(1)ア(ｱ)ｃ(d)について 

本件決定は，甲４文献に基づき，原料モノマーとして可視域における光透過性に

影響を与える不純物量が少ないものを使用することは当業者が当然に想起すること

であって，その指標として「周知透明度指標を採用」することは容易になし得ると

認定している。 

しかし，甲４文献には「モノマー純度」がポリイミドの透明性に影響を与えると

の記載が一行あるだけであって，この「モノマー純度」は「可視域における光透過

性に影響を与える不純物量」を意味するものではなく，当該不純物量はモノマーの

「光透過性」の指標とはなり得ないものであるから，甲４文献にモノマーの光透過

率を制御するとの技術思想が開示されているということはできず，当業者にはモノ

マーの光透過率を制御する動機がない。 

また，本件特許の出願日当時「周知透明度指標」なる指標は存在しなかった。 

  オ 前記第２の３(1)ア(ｱ)ｃ(e)について 

本件決定は，仮に純度９９．９％のｓ－ＢＰＤＡを使用して製造したポリイミド

の透明性が満足できないものであったとしたら，さらに精製したｓ－ＢＰＤＡを使

用して高透明性なポリイミドを製造してみようとすることは，ごく自然なことであ

って，何ら困難なことではないとする。 

しかし，ポリイミドの透明性は極めて僅かの不純物に影響されるものであり，ク

ロマトグラフィー等で測定した純度が１００.０％のものであっても着色している

ことがある。単に不純物量に着目してこれを精製により取り除こうとするだけでは

望ましい結果を得ることができない。 

また，有機合成の技術分野では，純度９９．９％は極めて高純度であり，よほど

強い動機がない限り，当業者がこれをさらに精製しようとは考えない。 
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  カ 前記第２の３(1)ア(ｱ)ｃ(f)について 

本件決定は，甲４文献は高透明性のポリイミドについて述べていることが前提と

なっており，高透明性とは可視域における透明度が高いことを意味するから，甲４

文献のモノマー純度は可視域における光透過性に影響を与える不純物量に着目した

純度のことを意味すると認定している。 

しかし，そもそも甲４文献の１０２頁「２．１」は単にポリイミド薄膜の可視域

における光透過性についてＣＴ相互作用の観点から一般的な説明を加えるものであ

り，「甲４文献は高透明性のポリイミドについて述べている」との本件決定の認定は

その前提を欠く根拠のないものである。従前，光透過性に影響を与えるものと与え

ないものとを区別することなく，モノマーを単に精製により高純度化することによ

り，着色をある程度防止することができることが知られていたのであり，甲４文献

の記載はこのことを述べているにすぎない。 

また，本件決定は，不純物量を少なくすれば得られるポリイミドの透明性が向上

すると認定しているが，通常ジアミンの表面着色にかかる不純物量は極微量であっ

て，モノマーの光透過率の指標とはならないのであるから，得られるポリイミドの

透明性に関する指標となるものでもない。 

  キ 前記第２の３(1)ア(ｱ)ｃ(g)について 

本件決定は，甲３文献及び甲７文献は，透明性に優れたポリイミドを得るための

指標としてモノマー溶液の４００ｎｍ透過率を採用することを開示しているとする。 

しかし，甲３文献及び甲７文献にはそのことを示唆する記載は存在しない。甲３

文献では，得られたポリアミック酸の光透過率を測定しているが，ポリアミック酸

とポリイミドの光透過率が相関することは記載されておらず，本件決定の認定は根

拠のないものである。実際，本件明細書の実施例４では，ポリアミック酸（ポリイ

ミド前駆体）の４００ｎｍ透過率が５９％であるのに，ポリイミドの透過率は８０％

となっており，相関していない。また，甲７文献では得られたポリイミドの光透過

率がわずか３０％である（実施例７）。透明性の高いポリイミドを得ようとする当業



 - 34 - 

者は，そもそも透過性の著しく低いポリイミドしか得られない甲７文献を参照する

ことはしないはずである。 

  (5) 被告の主張について 

   ア 被告は，甲９文献を引用して，「光透過性に優れたポリイミドとするため

には，可視光を吸収する要因を排除すればよく，そのためには，光透過性を悪化す

る原因となる不純物がないよう，充分に精製した純度の高いモノマーを用いること

は周知である」と主張する。 

しかし，被告が引用する甲９文献の１０９頁最終行〜１１０頁１０行には，モノ

マーの純度及び光透過率に関連する記載としては，「芳香族ポリイミドを透明化し

ていくには，ポリイミドの光透過性を良くしていけばよく，そのためには光（可視

光）を吸収する要因を排除すればよい」との記載，及び「（ｖ）モノマーは充分に精

製した純度の高いものを用いる」との記載があるのみであって，前者はモノマーに

ついてではなく，合成されたポリイミドの光透過性が良ければ透明性が増加すると

いう当然のことを述べているにすぎず，後者は一般的なモノマー純度，すなわち光

透過性に影響を与える不純物のみならず，出来損ないモノマーなども含めた「所望

のモノマーの割合」を高めることが好ましいことを述べているにすぎない。 

甲９文献には，被告の主張するような「光透過性を悪化する原因となる不純物」

については記載も示唆もされていない。 

   イ 被告は，甲４文献に記載の「モノマー純度」とは，「可視域における光透

過性に影響を与える不純物量」を意味するものであると主張する。 

しかし，実際に「可視域における光透過性に影響を与える不純物」の種類が特定

され，又は定量することができているわけではない。「可視域における光透過性に影

響を与える不純物量」という物理量は，甲４文献に記載されていた「モノマー純度」

との用語と本件発明１の「モノマーの光透過率」とを結びつけようとして発想した，

文献の記載に基づかない存在しない中間項である。実際には，光透過率を測定する

こと以外に，光透過性に影響を与える不純物量を確認する手段は存在しないのであ
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る。 

したがって，「モノマー純度」との用語を，「可視域における光透過性に影響を与

える不純物量」と読み替えることはできない。被告の主張は，甲４文献における「モ

ノマー純度」を「光透過率」と読み替えるべきであると主張しているのと同じであ

る。 

   ウ 被告は，周知透明度指数が存在することの根拠として，甲３文献，甲７

文献，特開２００８－１００９７９号公報（乙２。以下「乙２文献」という。）を引

用するが，これらの文献に記載された光透過率の測定方法は，全く異なる二つの測

定方法が含まれているのであり，しかも，甲３文献記載の方法は，本件発明１の「１

０質量％の濃度」における４００ｎｍの光透過率を測定することができない（甲５

１）上，甲７文献及び乙２文献記載の方法は，不純物自体も透過率測定の対象とな

ってしまうので，原理的にモノマー純度の指標とはなり得ないものであるから，周

知透明度指数が存在するとの被告の主張は誤りである。 

   エ 被告は，「光透過性に優れたポリイミドを合成することは，当業界におけ

る周知の課題であるから，甲４発明において，光透過性に優れたポリイミドとする

ための手段を採用する動機付けがある」と主張する。 

しかし，「光透過性に優れたポリイミドを合成する」という課題は，単に技術開発

上のトレンドを述べたものにすぎず，具体的に解決すべき課題との関係で，当業者

にどのような手段を用いてこれを解決すべきものであるかについて何らの示唆を与

えるものでもないから，このような一般的な課題が存在することをもって，進歩性

を否定する動機付けとすることは許されない。 

  オ 被告は，「ジアミン誘導体についても，再結晶や蒸留等により精製して，

純度が高く，着色の少ないものを用いることは周知である」として，甲３文献，甲

７文献，甲８文献，甲９文献及び Masatoshi Hasegawa「Semi-aromatic polyimides 

with low dielectric constant and law CTE」High Perform.Polym.13（乙３。平成

１３年発行。以下「乙３文献」という。）を引用したうえで，「ジアミンに含まれる
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光透過性を悪化する原因となる不純物が，そのままポリイミドにも含まれることと

なり，ポリイミドの光透過性に影響することは，テトラカルボン酸二無水物と同様

である」から，ジアミンについても，４００ｎｍの光透過率に着目し，透過率９０％

以上のものとすることは当業者であれば容易に理解すると主張する。 

しかし，被告の引用する甲３文献，甲７文献，甲８文献，甲９文献及び乙３文献

は，ジアミンの着色を取り除くために必要に応じて着色成分を分離することを開示

するものであるところ，これらの文献はいずれもジアミンの「モノマー純度」に着

目して精製を行うことを述べるものではないから，甲４発明を実施するに当たり，

当業者が透明性の向上のためにこれらの文献を参酌することはない。また，甲３７

実験の２頁の写真からも明らかなとおり，ジアミンの不純物濃度とジアミンの着色

との間には相関がないから，これらの文献においてジアミンの着色を取り除くこと

が開示されているからといって，モノマー純度に着目して精製することが開示され

ていると考えることもできない。したがって，これらの文献に基づき「ジアミン誘

導体についても，再結晶や蒸留等により精製して，純度が高く，着色の少ないもの

を用いることは周知である」と主張することは，モノマー純度とジアミンの着色と

を根拠なく同視する点で，誤っている。 

この点について，被告は，ジアミンに含まれる光透過性を悪化する原因となる不

純物がそのままポリイミドにも含まれることとなり，ポリイミドの光透過性に影響

するから，当業者であればジアミンの光透過率を９０％以上とすることを理解する

などと主張するが，ジアミンの純度と光透過率との間に相関はないのであるから，

ジアミンに含まれる不純物を取り除くことによって，得られるポリイミドの光透過

性を改善するなどという技術常識があるはずもない。 

   カ 被告は，ポリイミド及びテトラカルボン酸について，波長４００ｎｍの

光透過率を測定する各文献を参酌すると，当業者は，甲４文献から波長４００ｎｍ

の光透過率が重要であると理解すると主張する。 

しかし，前記のとおり，甲３文献及び甲７文献は，一般的に４００ｎｍの波長が
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透明ポリイミドフィルムにとって重要であることを述べるものではない。 

また，乙１の４６９頁を参酌して甲４発明が認定されるべきであるとするならば，

同頁には，「ポリイミドの最大の特徴は耐熱性及び機械的強度にある」と記載されて

おり，透明性は記載も示唆もされていないのであるから，甲４発明において，高い

透明性を有するポリイミドを製造することの動機付けは存在しない。 

さらに，乙１は，本件決定に挙げられた文献ではなく，取消訴訟に至って被告か

ら提出されたものであり，本件決定の認定を補強するものではない。 

キ 被告は，甲９文献の「僅かな差」の記載について，「僅かな差」とはいえ，

原料モノマーの純度が向上すれば，光透過性が改善することを示すものであると主

張する。 

しかし，甲９文献における「活性炭を用いて再結晶した後のモノマーを用いた方

が光透過性にやや優れている。光透過性では僅かな差ではあるが，着色の差として

はっきりと表れる。」（１０９頁７行～１０行）との記載は，活性炭を用いて精製す

ることによりモノマー純度を高めたとしても，光透過性では僅かな差であったこと

を述べているのであり，「モノマー純度」との概念が，光透過性に影響を与える不純

物のみならず，出来損ないのモノマーや，モノマーの酸化物その他様々な不純物を

含んだ概念，すなわち「原料モノマーの全体に対する，ポリイミドの反応に用いる

ことができる所望のモノマーの割合（主成分の割合）」を意味するものとして用いら

れていることの根拠となるものである。仮に，甲９文献の「モノマーの純度」が，

本件決定が述べるとおり「光透過性に影響を与える不純物量」を意味するものであ

るとすれば，モノマー純度を高めれば，光透過性が「僅か」しか改善しないはずは

なく，モノマー純度に比例して光透過性が改善するはずである。 

   ク 被告は，ジアミンに含まれる不純物がＬＣで検出に用いる光の波長によ

り検出できなければ，不純物量と光透過率が相関しないという結果が得られること

もあり得ると主張する。 

しかし，甲３７実験で原告がＬＣ分析に用いた検出器はコロナ荷電化粒子検出器
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（ＣＡＤ）と呼ばれるものであり，当該検出器は，クロマトグラフィーによって分

離された成分を噴霧，微粒子化した後，荷電化し，荷電化した粒子の電流量を測定

することで成分の検出を行うものである（甲４２）。この検出器は，原理上，光の波

長によって不純物量を測定するものではなく，不純物の吸収波長にかかわらず不純

物量を測定することが可能である。 

また，甲３７実験に係るＬＣ分析の目的は，ジアミンに含まれる不純物量と光透

過率に相関関係がないことを明らかにすることであるから，ＬＣ検出器によって不

純物が検出できなければならないことは，被告の主張するとおりである。しかし，

その前提として，ＬＣ検出器によってモノマー原料が検出できなければ，モノマー

純度を測定することができないところ，甲３７実験において測定したｔ－ＤＡＣＨ

は，２５０ｎｍの波長に吸収を持たない。被告は乙５を参照して，ＬＣの検出器測

定波長が２５０ｎｍであると述べるが，乙５ではｔ－ＤＡＣＨではなく，１，３－

ビス（４－アミノフェノキシ）ベンゼンが測定されている。この化合物は，芳香環

を含んでいるため，吸収端が長波長化し，ＵＶ検出器により検出可能である。一方，

ｔ－ＤＡＣＨは，不飽和結合や芳香環を持たないため，波長２５０ｎｍ程度のＵＶ

域に吸収端を持たず，ＵＶ検出器で測定することができない。原告は，確認のため，

ｔ－ＤＡＣＨについてＵＶ検出器を用いたＨＰＬＣ測定を実施したところ，２２０

ｎｍ，２５０ｎｍのいずれの波長でも検出することはできなかった（甲４８）。 

   ケ 被告は，甲３７実験で用いた三つのｔ－ＤＡＣＨには，４００ｎｍ光透

過率への影響が異なる不純物が含まれていると解され，光透過性を悪化させない不

純物の量が多くても，モノマーの光透過性に影響しないことは十分あり得るから，

甲３７実験からモノマー純度は透過率と相関しないとはいえないと主張する。 

被告の上記主張のとおり，不純物の中には，光透過性を悪化させるものも，悪化

させないものもあり，さらに不純物によって，波長４００ｎｍの光透過率への影響

が異なるものである。 

 被告の上記主張により，モノマー純度と光透過率との間に相関関係がないことは
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一層明らかになったといえる。 

(6) 以上より，本件発明１は甲４発明に基づいて，当業者が容易に想到するこ

とができたものとはいえない。 

(7) 本件発明２～９について 

本件発明２～９は，いずれも本件発明１と同様に，より進歩性を有するものであ

る。 

 ３ 取消事由３（甲５文献に基づく進歩性判断の誤り－甲５発明の認定及び相違

点の認定の誤り） 

  (1) 甲５発明の認定 

   ア 甲５文献の２３４５頁右欄５行～２３４６頁左欄１５行の記載からする

と，脂環式ジアミンを用いることによる透明性の改善は，甲５文献ではなく，同一

の著者による以前の研究成果，すなわち甲５文献の従来技術について言及したもの

にすぎず，甲５文献自体は専ら脂環式ジアミンを用いたポリイミドの熱特性につい

て芳香族ポリイミドと比較して検討したものである。 

また，酸二無水物をモノマー原料として使用するためには，ジアミンと反応させ

るために，末端の１対のカルボキシル基が脱水されて無水物を形成している必要が

あるが，モノマー中には，水分等により開環しているものが存在する。甲５文献に

は無水酢酸中での再結晶工程についての記載があるが，同記載の意味は，酸二無水

物を無水酢酸中で再結晶させることにより，無水化して閉環するものであり，テト

ラカルボン酸誘導体とは異なる別個の不純物を取り除くためのものではない。 

 また，ジアミンについては，減圧蒸留によって精製したことが開示されている。 

   イ したがって，甲５発明は，以下のとおり認定すべきである。 

「ＢＰＤＡを無水酢酸中で再結晶させることで開環したカルボキシル基を無水化

により閉環させたＢＰＤＡと，減圧蒸留したｔｒａｎｓ－１，４－ＣＨＤＡとを，

これをＮ，Ｎ－ジメチルホルムアミド（ＤＭＦ）又はＮ，Ｎ－ジメチルアセトアミ

ド（ＤＭＡｃ）である溶媒中で反応させ， 
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 しかる後，得られたポリアミック酸フィルムを，真空中，５０℃１２時間，１０

０℃１時間，１７０℃１時間，２００℃１時間，そして２５０℃１時間と段階的に

加熱してなる，熱特性が改良されたポリイミドの製造方法。」 

  (2) 相違点の認定 

 前記(1)の甲５発明の認定を前提とすると，本件発明１と甲５発明との相違点は，

以下のとおりである。 

「本件発明１では，『（ｉ） 

光透過率が９０％以上である芳香環を有しないジアミン誘導体（但し，ジアミン

誘導体の透過率は，純水もしくはＮ，Ｎ－ジメチルアセトアミドに１０質量％の濃

度に溶解して得られた溶液に対する波長４００ｎｍ，光路長１ｃｍの光透過率を表

す。以下，同じ。）， 

および 

 光透過率が８０％以上であるテトラカルボン酸誘導体（但し，テトラカルボン酸

誘導体の透過率は，２規定水酸化ナトリウム溶液に１０質量％の濃度に溶解して得

られた溶液に対する波長４００ｎｍ，光路長１ｃｍの透過率を表す。以下，同じ。）， 

または 

（ｉｉ） 

  光透過率が８０％以上である芳香環を有するジアミン誘導体，および 

  光透過率が８０％以上である脂環式テトラカルボン酸誘導体（但し，ビシクロ［２，

２，２］オクタンテトラカルボン酸二無水物を除く），または光透過率が８０％以上

であって且つ３，３’，４，４’－ビフェニルテトラカルボン酸二無水物，２，２’，

３，３’－ビフェニルテトラカルボン酸二無水物，２，３’，３，４’－ビフェニル

テトラカルボン酸二無水物，３，３’，４，４’－ジフェニルスルホンテトラカルボ

ン酸二無水物，ｍ－ターフェニル－３，３’，４，４’－テトラカルボン酸二無水物，

２，２’－ビス(３，４－ジカルボキシフェニル)プロパン，１，４，５，８－ナフ

タレンテトラカルボン酸二無水物，２，３，６，７－ナフタレンテトラカルボン酸
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二無水物，（１，１’：３’，１”－ターフェニル）－３，３”，４，４”－テトラカ

ルボン酸二無水物，４，４’－（ジメチルシラジイル）ジフタル酸二無水物および

４，４’－（１，４－フェニレンビス（オキシ））ジフタル酸二無水物からなる群よ

り選ばれる芳香族テトラカルボン酸誘導体を使用し』と特定されているのに対し， 

甲５発明では，無水酢酸中で再結晶させることで開環したカルボキシル基を無水

化により閉環させたＢＰＤＡと，減圧蒸留したｔｒａｎｓ－１，４－ＣＨＤＡとを

利用して，熱特性を改良することが特定されている点。」 

 ４ 取消事由４（甲５文献に基づく進歩性判断の誤り－相違点２に係る容易想到

性の判断の誤り） 

  (1) 甲５発明はポリイミドの熱特性を改善することを目的としており，当業者

にはモノマーの光透過率を制御する動機がないこと 

本件発明１は，ポリイミドの製造（工業生産）に当たり，ジアミン誘導体及びテ

トラカルボン酸誘導体の１０質量％溶液中での波長４００ｎｍ，光路長１ｃｍの光

透過率を厳密に制御（工程管理）することにより，透明性の高いポリイミドを得る

ことができることを明らかにしたものである。 

一方，甲５発明は，酸二無水物及びジアミンの光透過率に全く着目することなく，

専ら脂環式ジアミンを用いて芳香族ポリイミドの熱特性を改善しようとしたもので

あり，両者は課題が全く異なる。 

さらに，仮に甲５発明のジアミン及び酸二無水物の精製工程について，モノマー

の純度を高める目的があるものと理解してみたとしても，「純度」とは，「物質中の

主成分がその中で占める割合，すなわち主成分の含有率」を意味するものであって

可視域における光透過性に影響を与える不純物量という意味を持つものではないし，

モノマーの純度とモノマーの光透過率とは無関係であるから，甲５文献の記載から

モノマーの光透過率を制御するとの技術思想を導くことは不可能である。 

甲５発明は熱特性の改善に係る発明であり，モノマーの溶液中の光透過率はおろ

か，ポリイミドの透明性についても全く言及がないのであるから，当業者は甲５発
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明を見て，透明性の高いポリイミドを得ようとすることはない。 

したがって，当業者には甲５発明に基づいて光透過性に関する周知技術文献を参

酌し，ジアミン及び酸二無水物の光透過率を厳密に制御して本件発明１を達成する

動機がない。 

  (2) 本件決定が認定に用いている周知技術文献は，いずれも本件発明１の光透

過率を満足するジアミン誘導体を開示するものではなく，周知技術を適用しても本

件発明１に至らないこと 

本件決定において引用された文献には，テトラカルボン酸誘導体とジアミン誘導

体の両方の光透過率について制御することはおろか，ジアミン誘導体の光透過率に

ついての言及すらない。また，甲６文献，甲７文献及び甲８文献のジアミンは，本

件発明１の光透過率を満足することはできない。 

したがって，仮に甲５発明のジアミン及び酸二無水物の精製工程について，モノ

マーの純度を高める目的があるものと理解したうえで，甲６文献等の周知技術文献

に開示されている一般的な再結晶・精製に関する技術を甲５発明に適用したとして

も，本件発明１に至ることはできない。 

  (3) 本件発明１は顕著な効果を奏すること 

本件発明１は，原料であるジアミン誘導体及びテトラカルボン酸誘導体の不純物

量ではなく，その両方の４００ｎｍにおける光透過率に着目したことにより，簡便

な工程管理で大幅に透明性の改善されたポリイミドを得ることを可能にしたもので

あり，顕著な効果を奏する。 

  (4) 本件決定について 

      ア 本件決定は，甲５文献には「ポリイミドの主鎖に脂環式ジアミンを使用

して透明性を改良すること」，「ＢＰＤＡは再結晶により精製したこと」，「ｔｒａｎ

ｓ－１，４－ＣＨＤＡは蒸留・再結晶により分離したこと」等が記載されているか

ら，酸二無水物やジアミンを精製して高い透明性を有するポリイミドを製造するこ

との動機が存在すると認定している。 
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しかし，甲５文献は透明性を改良することを開示する文献ではなく，脂環式ジア

ミンを使用して芳香族ポリイミドの熱特性を改善する文献であり，ＢＰＤＡやｔｒ

ａｎｓ－１，４－ＣＨＤＡの精製はいずれも透明性を向上させるために実施してい

るものではないから，甲５文献に高い透明性を有するポリイミドを製造することの

動機が存在するはずがない。 

   イ 本件決定は，甲５文献について，単に脂環式ジアミンを使用することを

開示するにとどまらず，ジアミンを蒸留・再結晶するとともに，酸二無水物を再結

晶していることから，透明性を改良することを開示した文献であるとする。 

しかし，蒸留や再結晶は，透明性を改良する目的でなくとも単に不純物を取り除

く目的で実施することがあるものであり，実際，甲５文献のＢＰＤＡの再結晶は，

無水酢酸の作用によりカルボン酸を閉環させるために実施されている。 

また，ジアミンについて，本件決定は甲５文献においてジアミンを蒸留・再結晶

すると認定しているが，本件決定がその根拠として挙げる甲５文献の記載部分（２

３４６頁左欄１７行～２３４６頁右欄１５行）は，ジアミンであるｔｒａｎｓ−１，

４−ＣＤＨＡをｍｉｘ−１，４−ＣＤＨＡと同様の方法，すなわち「減圧下で蒸留」す

ることを開示しているにすぎず，再結晶することは開示していない。再結晶されて

いるのはＤＣＨＭのｔｒａｎｓ−ｔｒａｎｓ異性体であり，ｔｒａｎｓ−１，４−ＣＤ

ＨＡではない。 

  (5) 以上より，本件発明１は甲５発明に基づいて，当業者が容易に想到するこ

とができたものとはいえない。 

(6) 本件発明２～９について 

本件発明２～９は，いずれも本件発明１と同様に，甲５発明に基づいて，当業者

が容易に想到することができたものとはいえない。 

 ５ 取消事由５（サポート要件違反についての判断の誤り） 

  (1) 本件発明１について 

   ア (ｱ) 本件明細書の段落【０００９】，【００２５】，【００５３】及び【００
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７２】の記載からすると，本件発明１の課題は，フレキシブルディスプレイ用や，

太陽電池用，タッチパネル用の透明基材に適した，優れた透明性と高い機械強度，

低熱線膨張係数を併せ持つ工業的に適用可能なポリイミドの製造方法を提供するこ

とである。そして，「フレキシブルディスプレイ」「太陽電池」及び「タッチパネル」

の各工業製品用途に適用可能な，透明基材に用いるポリイミドを提供することを目

的としていることから明らかなとおり，本件発明１のポリイミドの製造方法は，ポ

リイミドの工業生産において生じる課題を対象とすることを前提としている。 

    (ｲ) 本件明細書には，「光透過率が９０％以上である芳香環を有しないジ

アミン誘導体と，光透過率が８０％以上であるテトラカルボン酸誘導体」又は「光

透過率が８０％以上である芳香環を有するジアミン誘導体と，光透過率が８０％以

上である脂環式テトラカルボン酸誘導体（特定のものを除く）又は光透過率が８０％

以上である特定のものから選択される芳香族テトラカルボン酸誘導体」を用いた場

合に，本件発明１の課題が解決可能であることが記載されている（段落【００２６】，

【００６０】～【００６８】，【００７０】，【００７１】）。 

そして，実施例１～６では，具体的に，上記要件を満たすジアミン誘導体である

ｔ－ＤＡＣＨ及びＢＡＢＢと，上記要件を満たすテトラカルボン酸誘導体であるｓ

－ＢＰＤＡ，ａ－ＢＰＤＡ，ｉ－ＢＰＤＡ，６ＦＤＡ及びＤＰＳＤＡとの組合せが

試験されており，４００ｎｍにおける光透過率，弾性率及び熱膨張係数の評価によ

り，本件発明１の解決課題である優れた透明性と高い機械強度，低熱線膨張係数を

併せ持つポリイミドが得られることが確かめられている。 

    (ｳ) 本件発明１に利用することが可能なジアミン誘導体及びテトラカルボ

ン酸誘導体の候補は，本件明細書の段落【００２８】及び【００３０】に十分に開

示されている。また，ジアミン誘導体として芳香環を有するジアミン誘導体を使用

する場合に用いる芳香族テトラカルボン酸誘導体については，請求項１において具

体的に成分が限定されている。 

    (ｴ) 本件明細書の段落【００３９】には，ポリイミド前駆体溶液を得るた
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めに用いることのできる溶媒が具体的に列挙されているし，実施例１～６では，本

件発明１に列記された溶媒の一つである「Ｎ，Ｎ－ジメチルアセトアミド」を用い

た具体例が示され，本件発明１の効果を奏することが具体的に確かめられている。 

以上の記載を見た当業者は，本件発明１を実施するに当たり，どのような溶媒を

用いればよいのかを十分に理解することができる。 

    (ｵ) 本件明細書の段落【００４９】には，イミド化の温度について，「２０

０～５００℃，より好ましくは２５０～４５０℃程度の温度で加熱イミド化するこ

とでポリイミドフィルム／基材積層体，もしくはポリイミドフィルムを製造するこ

とができる」と記載されており，本件発明１のイミド化温度である２００～５００℃

について言及がある。また，本件明細書の段落【００６７】には，実施例１～６に

ついて，ポリイミド前駆体溶液を３５０℃まで昇温してイミド化を行い，ポリイミ

ドフィルムを得たことが開示されている。これらの実施例１～６はいずれも本件発

明１の効果を奏するものである。 

以上の記載を見た当業者は，本件発明１を実施するに当たり，イミド化温度とし

て２００℃～５００℃の範囲で設定すれば，本件発明１の課題を解決可能であるこ

とを十分に理解することができる。 

   イ 本件決定について 

    (ｱ) 本件決定は，本件発明１の構成要件の特定のみではポリイミドの光透

過率が８０％以上にならないと述べるが，本件発明１の解決課題は「フレキシブル

ディスプレイ用や，太陽電池用，タッチパネル用の透明基材に適した，優れた透明

性と高い機械強度，低熱線膨張係数を併せ持つ工業的に適用可能なポリイミドの製

造方法を提供すること」であって，膜厚約１０μｍにおける４００ｎｍ光透過率８

０％以上のポリイミドを提供することではない。本件決定は，実施例１～６と比較

例１～３とを比較した結果を記載した段落【００７１】における「表２に示した結

果から分かるとおり，本発明のポリイミドは，４００ｎｍにおける光透過率が８０％

以上であり，光学材料用途ポリイミドとして好適である」との記載に基づいて本件
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発明１の課題を上記のように認定していると思われるが，本件発明１の課題が解決

できることは，実施例に示された範囲にのみ基づき認識されなければならないもの

ではなく，解決課題についても実施例において確認された数値範囲によって定まる

というものではない。 

そもそも，本件発明１には，得られるポリイミドの光透過率が８０％であること

は特定されていない。本件発明１はポリイミドの製造方法に係る発明であって，得

られるポリイミドの特性によって解決課題を限定しなければならない理由もない。 

    (ｲ) 本件決定は，透明性を持つポリイミドを製造するためには，（ⅰ）ジア

ミンは電子吸引性基を含み，かつｍ－置換構造のものを用いること，（ⅱ）酸二無水

物は電子供与性基を含むものを用いること，（ⅲ）ジアミン，酸二無水物ともに分離

基を有するものを用いること，（ⅳ）Ｎ－メチル－２－ピロリドン（ＮＭＰ）などの

着色を起こす溶媒を使用せず，着色を起こさない溶媒を用いること，（ｖ）モノマー

は・・・純度の高いものを用いること，（ⅵ）イミド化法としては化学イミド化また

は不活性雰囲気下の加熱イミド化を行うことが指針とされていることは技術常識と

認定しながら，本件発明１は同指針に該当しない物を包含しているから，課題を解

決すると当業者が認識できる範囲を超えているとする。 

しかし，まず，本件決定は，甲９文献に基づいて，ジアミン誘導体及びテトラカ

ルボン酸誘導体について，（ⅰ）ジアミンは電子吸引性基を含み，かつｍ－置換構造

のものを用いること，（ⅱ）酸二無水物は電子供与性基を含むものを用いること，（ⅲ）

ジアミン，酸二無水物ともに分離基を有するものを用いることが技術常識であると

認めている。 

当業者は，これらの技術常識を当然に理解するものであるから，本件明細書を見

た当業者は，本件明細書には記載されていないものの，ジアミン誘導体及びテトラ

カルボン酸誘導体としてポリイミドの透明性を確保するためにふさわしくない成分

を選択すれば，当然それに応じて得られるポリイミドの透明性も悪くなることを理

解するはずである。したがって，当業者がわざわざ技術常識に反して透明性の確保
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できないポリイミドを選択するはずがない。そして，このような当業者の技術常識

を参酌すると，本件明細書には，ジアミン誘導体及びテトラカルボン酸誘導体を適

切に選択した場合に，本件発明１の課題が達成されることが十分に開示されている。 

本件発明１における（ⅳ）の溶媒の選択，（ⅴ）の純度，（ⅵ）のイミド化条件に

ついても同様であり，これらは全て本件決定において技術常識であると認められて

いるものである。このような技術常識を持った当業者が本件明細書を読めば，当然

にこれらの溶媒，純度，イミド化条件の選択を適切に行うことにより本件発明１の

課題が達成されることを理解するものといえる。 

   (ｳ) 本件決定は，本件明細書の実施例において良好な結果が得られている

としても，実施例の組合せ以外のすべての組合せにおいてまでも本件発明１の課題

が達成できるとはいえないとする。 

しかし，前記のとおり，当業者は，ジアミン誘導体及びテトラカルボン酸誘導体

のモノマーの選択，溶媒の選択，モノマーの純度，イミド化条件について，適切に

選択することが可能な技術常識を有しているものであり，この技術常識を参酌して

本件明細書を理解すれば，本件明細書は本件発明１の課題が解決できることを当業

者が認識できるように記載されたものといえる。 

また，サポート要件の充足性判断においては，実施例のデータが網羅的であるこ

とは求められていない。 

  ウ 被告の主張について 

被告は，溶媒としてＮ－メチルピロリドン（ＮＭＰ）を用いた場合，ポリイミド

が着色してしまい，本件発明１の課題が解決できないと主張する。 

しかし，甲９文献の開示にかかわらず，ＮＭＰは透明ポリイミドの製造において

通常よく用いられる溶媒であり，ＮＭＰを用いたことのみによって，高い透明性を

有するポリイミドが得られなくなるということはない。 

実際，本件特許の出願日前において，透明ポリイミドの製造にＮＭＰが広く用い

られていた。例えば，甲４６では，ＮＭＰを用いてポリイミドを合成した結果，そ
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の光透過率が８８％であった事実が記載されている（段落【０００９】，【００２７】，

【００３６】，【００３７】）。同様に，甲４７にも，ＮＭＰを溶媒として用いてポリ

イミドを製造した結果，全波長透過率が８７．３％であったことが記載されている

（段落【００３９】，【００４２】，【００４５】）。 

したがって，本件特許の出願日前においては，ＮＭＰを溶媒として用いても，原

料モノマーその他の条件を適切に制御することにより，高い透明性を有するポリイ

ミドフィルムを製造することができることが，当業者の技術常識となっていた。 

  (2) 本件発明２～９について 

 前記(1)と同様に，本件明細書には，本件発明２～９が課題を解決できることを当

業者が認識できるように記載されており，サポート要件を充足する。 

  (3) したがって，本件決定のサポート要件についての判断は誤りである。 

 ６ 取消事由６（実施可能要件違反についての判断の誤り） 

  (1) 本件発明１について 

ア 前記５で主張したとおり，本件明細書には，本件発明１の実施に当たり

選択すべきジアミン誘導体及びテトラカルボン酸誘導体の種類，溶媒の選択及びイ

ミド化温度について十分に記載されており，その効果は実施例において確かめられ

ている。 

したがって，当業者は本件明細書の記載に基づき，過度の試行錯誤を要すること

なく，本件発明１を実施することが可能である。 

   イ 本件決定について 

    (ｱ) 本件決定は，本件発明１を実施するためには，ジアミン誘導体及びテ

トラカルボン酸誘導体，溶媒，及び温度を変更した実験を逐次行い，得られるポリ

イミドの透明性について，光透過率が８０％以上であるかを逐一測定する必要があ

るから，過度の試行錯誤を要するとする。 

 しかし，本件発明１の解決課題は「フレキシブルディスプレイ用や，太陽電池用，

タッチパネル用の透明基材に適した，優れた透明性と高い機械強度，低熱線膨張係
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数を併せ持つ工業的に適用可能なポリイミドの製造方法を提供すること」であって，

膜厚約１０μｍにおける４００ｎｍ光透過率８０％以上のポリイミドを提供するこ

とではないから，本件決定は，この点で誤りがある。 

    (ｲ) 本件決定は，ジアミン誘導体及びテトラカルボン酸誘導体の選択や溶

媒，温度の選択に試行錯誤を要するとする。 

しかし，本件決定は，透明性の高いポリイミドを得るためには（ⅰ）ジアミンは

電子吸引性基を含み，かつｍ－置換構造のものを用いること，（ⅱ）酸二無水物は電

子供与性基を含むものを用いること，（ⅲ）ジアミン，酸二無水物ともに分離基を有

するものを用いること，（ⅳ）Ｎ－メチル－２－ピロリドン（ＮＭＰ）などの着色を

起こす溶媒を使用せず，着色を起こさない溶媒を用いる，（ｖ）モノマーは・・・純

度の高いものを用いること，（ⅵ）イミド化法としては化学イミド化または不活性雰

囲気下の加熱イミド化を行うことなどが指針としてよく知られていると認定してお

り，当業者が本件発明１を実施する際には，これらの技術常識を参酌して，容易に

適切なモノマー及び反応条件を選択することが可能であり，過度の試行錯誤を要す

るものであるとはいえない。 

    (ｳ) 本件決定は，本件明細書の実施例において良好な結果が得られている

としても，当該実施例に基づき，本件発明１に含まれるあらゆるジアミン誘導体や

テトラカルボン酸誘導体，溶媒，イミド化温度において当業者が容易に実施可能と

は限らないとするが，明細書に特許請求の範囲に記載の範囲の全実施例を掲載する

必要はない。 

  (2) 本件発明２～９について 

本件発明２～９についても，本件発明１と同様，本件発明２～９を実施するに当

たり，本件明細書に基づき，当業者が過度の試行錯誤を要することはなく，実施可

能要件を充足する。 

  (3) したがって，本件決定の実施可能要件についての判断は誤りである。 

第４ 被告の主張 
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 １ 取消事由１について 

  (1)ア ポリイミドは，分子主鎖骨格中に環状イミド基を含む高分子の総称であ

り，テトラカルボン酸二無水物（単に「酸二無水物」ともいう。）とジアミンとを反

応させる方法は，ポリイミドの周知の合成方法である（乙１の４６９頁左欄１行～

７行）。 

   イ 甲４文献には，最初に，「発刊にあたって」（甲４ｉ～ii 頁）が記載され，

その後，「第１編 基礎編」と「第２編 応用編」とに分けて，「ポリイミドの合成

法」という基礎的な内容から，「高性能繊維（アラミド繊維，ＰＢＯ繊維，ＰＢＩ繊

維を中心に）」という応用までが，総括的に記載されている。 

当業者が，「発刊にあたって」に記載された「ポリイミドが酸二無水物とジアミン

との反応により温和な条件で容易に合成することができる」（甲４記載部分）との記

載に接すれば，当該記載は，ポリイミドの周知の合成方法について述べたものであ

ることは，直ちに理解できる。 

  ウ 本件決定は，甲４記載部分から，ポリイミドの周知の合成方法である， 

「酸二無水物とジアミンとを反応させてなるポリイミドの合成方法。」を甲４発明

として認定したものであり，その認定に誤りはない。 

   エ そして，本件決定は，本件発明１と甲４発明とを対比して，相違点１－

１を認定したところ，甲４発明の認定に誤りはない以上，相違点１－１の認定に誤

りはない。 

  (2) 原告は，甲４発明は，透明性の高いポリイミドを得る手段として，専ら分

子間ＣＴ遷移や分子内ＣＴ遷移の強弱に着目して，ポリイミドの分子設計によるこ

とを開示するものであるから，甲４文献の記載から何らの限定もない「酸二無水物

とジアミンとを反応させてなるポリイミドの合成方法」一般に係る上位概念の発明

は認定できないと主張する。 

 原告の上記主張は，甲４文献の「第１編 基礎編 第５章 ポリイミドの光学特

性」における１０２頁左欄１行～右欄１６行，１０３頁左欄２３行～右欄１行，１
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０５頁下から２行～１行，１１１頁左欄下から１０行～１行，１１２頁左欄１行～

５行，表１，２，図２，９，１０に基づくものと解される。 

 しかし，本件決定が，甲４発明の認定の根拠としたのは，甲４記載部分であって，

原告が根拠とした上記記載部分ではないから，原告の上記主張はその前提において

誤りがある。 

 ２ 取消事由２について 

  (1) 本件決定の相違点１－１に係る容易想到性の判断が正しいこと 

ア ポリイミドに関する周知の課題及び周知技術について 

    (ｱ) ポリイミドに関する周知の課題 

可視光領域(可視域)の吸収をなくして，光透過性に優れた（すなわち，無色で高透

明性の）ポリイミドを合成することは，当業界における周知の課題である（甲９文

献の１０３頁～１１４頁）。 

   (ｲ) 光透過性に優れたポリイミドの指標として，「フィルムとしたときの

波長４００ｎｍの光透過率」を用いることは周知であること 

光透過性に優れたポリイミドの指標として，可視域（約４００～８００ｎｍ）の

うち，特に波長４００ｎｍ付近の光透過率が重要であることから，「フィルムとした

ときの波長４００ｎｍの光透過率」を用いることは周知である（甲１文献の請求項

１～１４，段落【００９６】，甲２文献の段落【０１５２】～【０１５３】，甲６文

献の段落[０００２]～［０００４］，［００７７］～［００７９］，甲７文献の段落【０

０８３】，乙２文献の請求項４，１０，段落【０２５３】，【０２５６】，３５頁表１）。 

   (ｳ) ポリイミド及び原料モノマーの光透過性についての周知技術 

ａ 光透過性に優れたポリイミドとするためには，可視光を吸収する要

因を排除すればよく，そのためには，光透過性を悪化する原因となる不純物がない

よう，充分に精製した純度の高いモノマーを用いることは周知である（甲９文献の

１０９頁末行～１１０頁１０行）。 

ｂ また，ポリイミド原料モノマーのうち，少なくともテトラカルボン
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酸二無水物において，上記の「光透過性を悪化する原因となる不純物がないよう，

充分に生成した純度の高いモノマー」であることの指標として，当該モノマーを適

当な溶媒に溶解したときに波長４００ｎｍの光透過率（溶媒にモノマーを溶解させ

た溶液の光路長１ｃｍの光透過率）がなるべく高いものであることを用いることは

周知である（甲３文献の請求項１，段落【０００６】，【００７２】，甲７文献の段落

【００４３】，【００６１】，乙２文献の請求項２，段落【００７０】，【００８９】，

【０１８７】，【０２４６】～【０２４８】）。そして，具体的な波長４００ｎｍの光

透過率は，甲３文献では９８．５％以上，甲７文献では９０％以上，乙２文献では

８５％以上（実施例で，９４．１％，９４．５％）である。 

     ｃ さらに，ポリイミドの原料モノマーのうち，ジアミン誘導体につい

ても，再結晶や蒸留等により精製して，純度が高く，着色の少ないものを用いるこ

とは周知である（甲３文献の段落【０１０２】，甲７文献の段落【００５５】，甲８

文献の段落【００２７】，甲９文献の１０９頁６行～１０行，乙３文献のＳ９３頁の

概要の欄の１行～７行，Ｓ９４頁２９行～３４行，Ｓ１０５頁３行～６行）。 

   イ 相違点１－１の容易想到性について 

(ｱ) 甲４発明の原料モノマーとして，波長４００ｎｍの光透過率に優れる

ものを用いることは，当業者が当然に想起すること 

ａ 甲４発明は，ポリイミドの周知の合成方法である「酸二無水物とジ

アミンとを反応させてなるポリイミドの合成方法。」である。 

 前記ア(ｱ)のとおり，光透過性に優れたポリイミドを合成することは，当業界にお

ける周知の課題であるから，甲４発明において，光透過性に優れたポリイミドを合

成するという課題が内在していることは明らかである。 

 したがって，甲４発明において，当業者であれば，光透過性に優れたポリイミド

とするための手段を採用する動機付けがある。 

ｂ 前記ア(ｳ)ａのとおり，光透過性に優れたポリイミドとするためには，

光透過性を悪化する原因となる不純物がないよう，充分に精製した純度の高いモノ
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マーを用いることは周知であり，前記ア(ｳ)ｂのとおり，ポリイミド原料モノマーの

うち，少なくともテトラカルボン酸二無水物において，上記の「光透過性を悪化す

る原因となる不純物がないよう，充分に生成した純度の高いモノマー」であること

の指標として，当該モノマーを適当な溶媒に溶解したときに波長４００ｎｍの光透

過率がなるべく高い，光透過率９０％以上のものを用いることは周知である。 

 他方，前記ア(ｳ)ｃのとおり，ポリイミドの原料モノマーのうち，ジアミンについ

ても，再結晶や蒸留等により精製して，純度が高く，着色の少ないものを用いるこ

とは周知であって，そのようなジアミンは，光透過性に優れるものとなることは，

当業者において自明である。ジアミンについて，４００ｎｍという特定波長の光透

過率に着目することを明記している文献はないものの，ジアミンに含まれる光透過

性を悪化する原因となる不純物が，そのままポリイミドにも含まれることとなり，

ポリイミドの光透過性に影響することは，テトラカルボン酸二無水物と同様である。

したがって，光透過性に優れたポリイミドとするために，テトラカルボン酸二無水

物を溶媒に溶解した溶液の光透過率が９０％以上のものを用いるのであれば，ポリ

イミドを構成するもう一方のモノマーであるジアミンについても，特に波長４００

ｎｍの光透過率に着目し，テトラカルボン酸二無水物と同程度の光透過率９０％以

上のものとすればよいことも，当業者であれば当然に理解するところである。 

     ｃ そうすると，甲４発明において，光透過性に優れたポリイミドとす

るための手段として，ポリイミドの原料モノマーである酸二無水物とジアミンを共

に充分に精製した純度の高いものとすること等により，波長４００ｎｍの光透過率

が９０％以上のものを用いることは，当業者が当然に想起し得る事項にすぎない。 

   (ｲ) 甲４発明におけるモノマーの組合せとして，（ｉ）光透過率が９０％以

上の芳香環を有しないジアミン，及び，光透過率が８０％以上の酸二無水物，又は，

(ii)光透過率が８０％以上である芳香環を有するジアミン，及び，光透過率が８０％

以上の，特定の脂環式又は芳香族の酸二無水物とすることは，当業者が容易に想到

し得ること 
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 芳香環を有する，ジアミン（本件明細書の実施例で使用されたＢＡＢＢ等）や酸

二無水物（本件明細書の実施例で使用されたｓ－ＢＰＤＡ，ａ－ＢＰＤＡ，ｉ－Ｂ

ＰＤＡ，６ＦＤＡ，ＤＰＳＤＡ等），及び，芳香環を有しない，脂環式のジアミン（本

件明細書の実施例で使用されたｔ－ＤＡＣＨ等）や酸二無水物を，様々に組み合わ

せることもよく行われている（乙２文献の段落【０２４９】～【０２５７】，表１，

乙４の４４頁右欄１４行～４５頁左欄２行，４４頁図６，４５頁図７，甲１文献の

段落【００８７】～【００８９】，甲２文献の段落【０１５２】～【０１６３】，甲

７文献の段落【００８３】，甲８文献の請求項１，５，段落【００５１】，甲９文献

の図５，８）。 

実際に，甲４文献には，本件明細書の実施例で用いられたｓ－ＢＰＤＡ，６ＦＤ

Ａ，ａ－ＢＰＤＡ，ＳＩＤＡ（ＤＰＳＤＡ），ｉ－ＢＰＤＡ，ＣＨＡ（ＤＡＣＨ）等

の種々のモノマーが挙げられ，「全芳香族ポリイミド」「半芳香族ポリイミド」「全脂

環式ポリイミド」を合成し，その光透過性を測定することが記載されている（１０

３頁右欄１１行～１７行，図２，１０４頁図５，１０６頁表１，１０７～１０８頁

表２，１０９頁図９，１１０頁図１０）。  

 したがって，前記(ｱ)のとおり，甲４発明において，波長４００ｎｍの光透過率が

９０％以上のモノマーとした際に，具体的なジアミンと酸二無水物の組合せとして，

（ｉ）光透過率が９０％以上の芳香環を有しないジアミン，及び，光透過率が８０％

以上の酸二無水物，又は，（ⅱ）光透過率が８０％以上である芳香環を有するジアミ

ン，及び，光透過率が８０％以上の，ビシクロ［２，２，２］オクタンテトラカル

ボン酸二無水物以外の脂環式の酸二無水物又はｓ－ＢＰＤＡ等の特定の芳香族の酸

二無水物の組合せを採用することに，特段の創意工夫は見いだせない。 

    (ｳ) 相違点１－１を備えることによる本件発明１の効果について 

 本件明細書の実施例・比較例において，購入した未精製の波長４００ｎｍの光透

過率の低いモノマーを用いて合成したポリイミドに比べ，精製しなくても又は精製

することにより波長４００ｎｍにおける光透過率の高いモノマーを用いて合成した



 - 55 - 

ポリイミドは，「フィルムとしたときの波長４００ｎｍの光透過率」が高いことが示

されている。 

 しかし，モノマーを精製すれば，モノマー中の可視域に吸収を有する不純物が少

なくなり，その結果，ポリイミドに含まれる可視域に吸収を有する不純物も少なく

なり，「フィルムとしたときの波長４００ｎｍの光透過率」が高くなることは，前記

ア(ｲ)及び(ｳ)に示した周知技術から，当業者が予測可能な程度のものにすぎない。 

 そして，本件特許明細書の実施例・比較例からでは，本件発明１の（ⅰ）又は（ⅱ）

という特定のモノマーの組合せにしたことにより，それ以外の組合せに比べ，格別

顕著な効果を奏することが具体的に裏付けられているともいえない。 

 したがって，相違点１－１を備えることによる本件発明１の効果は，格別顕著な

ものということはできない。 

    (ｴ) まとめ 

前記(ｱ)～(ｳ)によると，甲４発明において，相違点１－１に係る本件発明１の構成

を採用することは，当業者が容易に想到することができたものであり，本件決定の

相違点１－１に関する容易想到性の判断に誤りはない。 

  (2) 本件発明１～９は，当業者が容易に想到し得たものであること 

前記(1)のとおり，本件決定の相違点１－１の容易想到性の判断に誤りはなく，相

違点１－２及び相違点１－３について，原告は争っておらず，これらの相違点の構

成による効果を加味しても格別なものはない。 

 したがって，本件発明１は，当業者が容易に発明をすることができたものである。 

 また，本件発明１と同様に，本件発明２～９も，当業者が容易に発明をすること

ができたものである。 

  (3) 進歩性に関する原告の主張について 

   ア 原告は，甲９文献には，モノマーを再結晶することで純度を上げたとし

ても，光透過性の改善は「僅かな差」であることが示されているから（図８），同記

載をもって，「モノマー純度」の純度とは，少なくとも可視域における光透過性に影
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響を与える不純物量に着目した純度をいうとの本件決定の認定が裏付けられること

はないと主張する。 

 しかし，甲９文献には，「モノマー純度も重要なファクターであり，・・・僅かな

不純物が光透過性を悪化する原因となる。・・・活性炭を用いて再結晶した後のモノ

マーを用いた方が光透過性にやや優れている。光透過性では僅かな差ではあるが，

着色の差としてはっきりと表れる。」（１０９頁７行～１０行）と記載されているこ

とから，「僅かな差」とはいえ，原料モノマーの純度が向上すれば，光透過性が改善

することが示されている。 

   イ 原告は，甲４文献記載の「モノマー純度」は，本件発明１の「モノマー

の透過率」とは無関係であり，このことは，甲３７実験においても裏付けられてい

ると主張する。 

 しかし，甲３７実験におけるアルドリッチ社の試料については，光透過率が僅か

１％であるにもかかわらず，ＬＣ（液体クロマトグラフィー）での純度が高いもの

であるが，当該試料における不純物がＬＣで検出に用いる光の波長により検出でき

なければ，すなわち，同不純物が４００ｎｍの波長で測定できたとしても，ＬＣの

測定波長（例えば，２５０ｎｍ程度）で検出できなければ，このようなことも起こ

り得るところである（乙５）。 

この点，甲３７実験では，ＬＣの測定光波長を明らかにしていないから，甲３７

実験のみから，モノマー純度はモノマー透過率とは無関係であるということはでき

ない。 

 また，甲３７実験で用いたＬＣの測定波長が乙５と異なる他の波長であったとし

ても，三つのｔ－ＤＡＣＨ（トランス－１，４－ジアミノシクロヘキサンに相当）

の試料は，製造元が異なり，着色の程度も異なるので，それぞれ波長４００ｎｍの

光透過率への影響が異なる不純物が含まれていると解するのが自然であり，そのう

ちのアルドリッチ社製の試料には，着色した油状褐色層を構成する不純物が含まれ

ることが知られているから（乙３文献のＳ９４頁２９行～３４行），このような極微
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量の不純物が，他の試料における不純物に比べて，波長４００ｎｍの光透過率をよ

り阻害する可能性がある。 

そして，前記の周知技術のとおり，原料モノマーにおいて着目するのは，「光透過

性を悪化する原因となる不純物」であり，光透過性を悪化させない不純物の量が多

くても，モノマーの光透過性に影響しないことは十分あり得る。単純にＧＣ及びＬ

Ｃ測定の純度の数値と，波長４００ｎｍにおける光透過率が比例しないからといっ

て，直ちに，モノマー純度はモノマー透過率とは無関係であるということはできな

い。 

  ウ 原告は，本件発明１は，原料であるジアミン誘導体及びテトラカルボン

酸誘導体の不純物量ではなく，ポリイミド製造時における４００ｎｍにおける光透

過性に着目し，ジアミン誘導体及びテトラカルボン酸誘導体の両方の光透過率を厳

密に制御（工業上管理）することにより，簡便な工程管理で透明性の改善されたポ

リイミドを工業的に得ることに可能としたものであり，顕著な効果を奏するもので

ある旨主張する。 

 しかし，本件明細書には，原告が主張するような，「工業上管理」であるとか，「簡

便な工程管理」等の事項については，何ら記載されていないから，この点について

の原告の主張は，本件明細書の記載に基づかないものであり，失当である。 

 仮に，当業者の技術常識を考慮すれば，本件明細書の記載に基づいて，原告が主

張するような「簡便な工程管理」等の効果が認識できるとして，そのような効果を

主張することが許されるとしても，そのような効果は，当然のことながら，周知技

術（甲３文献，甲７文献，乙２文献）から当業者が予測し得るものにすぎず，格別

顕著なものということはできない。 

(4) 本件決定に対する原告の主張について 

   ア 原告は，本件決定が，「モノマー純度」を，「少なくとも可視域における

光透過性に影響を与える不純物量に着目した純度を意味」すると認定したことは誤

りであると主張するが，前記のとおり，光透過性に優れたポリイミドにするために
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は，可視光を吸収する要因を排除すればよく，そのためには，光透過性を悪化する

原因となる不純物がないよう，充分に精製した純度の高いモノマーを用いることは

周知であるから，甲４文献における「モノマー純度」も，当該周知の技術における

「光透過性を悪化する原因となる不純物の量」に着目したモノマーの純度を意味す

ると，当業者であれば当然理解する。 

   イ 原告は，甲４文献では，芳香族ポリイミド，半芳香族ポリイミド，脂環

族ポリイミドでは，光の吸収端が異なり，脂環族ポリイミドでは３００ｎｍ付近の

近紫外域においても高い光透過率が得られることを述べているにすぎず，ポリイミ

ドに関し，透明性に影響を与えるのは可視光の短波長側であることを述べているわ

けではないから，当業者がこれらの記載を見ても，用いる材料によって光吸収端が

異なることを理解するにすぎず，波長４００ｎｍ付近の光透過率が重要であると理

解するとはいえないと主張する。 

 しかし，ポリイミド及びその原料モノマーであるテトラカルボン酸二無水物にお

いて，波長４００ｎｍの光透過率を測定することは周知であることを前提として，

甲４文献の記載をみると，当業者は，当該記載から波長４００ｎｍ付近の光透過率

が重要であると理解するといえる。 

   ウ 原告は，甲３文献及び甲７文献は，いずれも一般的にテトラカルボン酸

誘導体の４００ｎｍにおける光透過率が得られるポリイミドの透明性に寄与するこ

とを開示するものとはいえないと主張する。 

 しかし，光透過性に優れたポリイミドとするためには，光透過性を悪化する原因

となる不純物がないよう，充分に精製した純度の高いモノマーを用いることは周知

であり，それは，モノマーの具体的な構造によらず，どのようなモノマーにおいて

も妥当するものといえることは明らかである。したがって，甲３文献（オキシジフ

タル酸無水物），甲７文献（ビフェニルテトラカルボン酸二無水物）及び乙２文献（ビ

シクロ［２．２．２］オクタン－２，３，５，６－テトラカルボン酸二無水物）は，

それぞれ特定のテトラカルボン酸誘導体について記載するものの，上記周知技術を
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前提とすると，これらの文献から，一般にテトラカルボン酸誘導体の４００ｎｍに

おける光透過率が，得られるポリイミドの透明性に寄与することが理解できる。 

   エ 原告は，甲３文献では，得られたポリアミック酸の光透過率は測定され

ているが，ポリアミック酸とポリイミドの光透過率が相関することは記載されてお

らず，また，甲７文献では，得られたポリイミドの光透過率はわずか３０％（実施

例７）であり，透明性の高いポリイミドを得ようとする当業者は，透明性の低いポ

リイミドしか得られない甲７文献を参照することはしないと主張する。 

しかし，ポリアミック酸とポリイミドの光透過率が，必ず相関するといえないと

しても，甲３文献は，ポリイミドの透明性を目的とする文献であるところ，ポリア

ミック酸はポリイミドの前駆体であり，この透過率が高ければポリイミドの透過率

も一般に高いことが予期されるものであるし，また，甲７文献については，精製し

ないテトラカルボン酸二無水物を用いた比較例２（光透過率７％）に比べて，ポリ

イミドの光透過率は３０％と向上しており，当該文献は，本件明細書でも従来技術

（特許文献２）として挙げられていることからみても（段落【０００７】），ポリイ

ミドの透明性を目的とする当業者がその内容を参照することは，明らかである。 

 ３ 取消事由３について 

(1) 甲５文献には，文献のタイトルが「脂環式ジアミンのポリイミド １．合

成及び熱特性」と記載され，「したがって我々は，ポリイミド主鎖に脂環式ジアミン

を使用し，分子間電荷移動錯体の形成を抑制し，透明性を改良し，誘電率を低くす

ることを試みた。もちろん，脂肪族ジアミンからなるポリイミドの化学的熱安定性

対劣化は低減されるであろうが，しかし，脂環式ジアミンを用いることにより，Ｔ

ｇ等のポリイミドの物理的熱安定性と熱機械的特性は減少を免れ得ないであろう。

本論文では，シクロヘキシル部分を用いて，ジアミンの芳香環に置き換え，ピロメ

リット，ベンゾフェノン-テトラカルボキシル，又はビフェニルテトラカルボキシル

部分を含む新たな脂環式ポリイミドを調製した。」（乙１０の１頁末行～２頁５行）

との記載がある。 
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文献のタイトルからみれば，脂環式ジアミンを用いたポリイミドにおいて，合成

と熱特性を主たる目的としたものと理解されるところであるが，ポリイミドにおい

て，脂環式ジアミンの使用は透明性の改良を検討するものであったから，当然にこ

の透明性の改善を踏まえた延長上に，今回の熱特性が検討されているものである。 

したがって，本件決定が，甲５発明を「・・・透明性が改良されたポリイミドの

製造方法」と認定したことに誤りはない。 

(2) また，テトラカルボン酸二無水物（ＢＰＤＡ）の再結晶は，「蒸留された無

水酢酸中で」行われること，トランス－１，４－ジアミノシクロヘキサン（ｔｒａ

ｎｓ－１，４－ＣＨＤＡ）は「減圧蒸留」されていることは，原告の指摘のとおり

である。 

しかし，芳香族酸二無水物に含まれる無水酢酸による再結晶は，開環した物（モ

ノマーからみれば不純物に相当するもの）を閉環させてモノマー純度を高め，減少

させることが主たる反応であるということができ，再結晶に当たり他の不純物が少

なからず減少するものであるから，「再結晶により精製」されたということもできる。 

したがって，「酸二無水物として再結晶により精製されたＢＰＤＡ」との本件決定

の認定に誤りはない。 

また，ジアミンにおける「蒸留・再結晶」との用語は，「蒸留」又は「再結晶」と

の意味で用いたのであって，「蒸留」の点では少なくとも一致しているから，「ジア

ミンとして蒸留・再結晶されたｔｒａｎｓ－１，４－ＣＨＤＡ」との本件決定の認

定に誤りはない。 

(3) したがって，本件決定における甲５発明の認定に誤りはない。 

(4) 本件決定の甲５発明の認定に誤りはない以上，相違点２の認定に誤りはな

い。 

 ４ 取消事由４について 

(1) 原告は，本件決定における甲５発明の認定及び相違点２の認定に誤りがあ

ることを前提として，本件決定の相違点２に関する容易想到性の判断の誤りがある
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と主張している。 

 しかし，前記３のとおり，本件決定における甲５発明の認定及び相違点２の認定

に誤りはないから，原告の主張は，その前提を欠く。 

  (2) また，本件発明１の進歩性に係る原告の主張は，前記２での原告の主張と同

様の理由により誤りである。 

 ５ 取消事由５について 

  (1) 本件発明の課題について 

本件明細書の記載（段落【０００４】，【０００５】，【００４５】，【００７１】）か

らすると，本件発明の課題は，「フレキシブルディスプレイ用や，太陽電池用，タッ

チパネル用の透明基材に適した優れた透明性と高い機械強度，低熱線膨張係数を併

せ持つポリイミド及びそのポリイミド前駆体を提供すること」であって，その優れ

た透明性の指標が，「１０μｍのフィルムの４００ｎｍでの光透過率が８０％以上」

であるものといえる。 

  (2) 溶媒の選択について 

ポリイミド樹脂に関する書籍である甲９文献において，「ポリイミド合成で一般

的に用いられるＮ－メチルピロリドン（ＮＭＰ）を用いた場合，極めて光透過性が

悪く（着色大）なるが，これは加熱イミド化時にポリイミド中に微量残存したＮＭ

Ｐが分解生成物に変化して着色の原因となることが知られている。」（１０８頁下か

ら１行～３行）と記載されるように，「Ｎ－メチル－２－ピロリドン（ＮＭＰ）」が，

光透過性を低下させ，着色の原因となることが技術常識であることが示されており，

さらに，芳香族ポリイミドの透明化のために分子設計上並びに製造上の指針として，

「着色を起こさない溶媒を用いること」も示されている（１０９頁下から２行～１

１０頁１０行）。 

ところが，本件発明１では，使用する溶媒として「Ｎ－メチル－２－ピロリドン」

(Ｎ－メチルピロリドンと同義)が特定されている。 

したがって，本件発明１において，溶媒として，「Ｎ－メチル－２－ピロリドン」
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を使用した場合，優れた透明性を有するポリイミドを得ることができないことは，

明らかである。 

 (3) 実施例の網羅性について  

前記(2)の溶媒の点のように，本件発明１の課題を解決できると認識できないも

のが，本件発明１に包含されること等を前提として，本件明細書において，本件発

明１に含まれる様々な組合せのうち，わずか数個程度の組合せについて，実際に良

好な結果が得られることが示されているとしても，そのことのみをもって，本件発

明１が，その全範囲にわたって，当業者が課題を解決できると認識できる範囲のも

のであるということができないことは，明らかである。本件決定は，単にこのこと

を述べているにすぎず，原告が主張するように，本件発明１に含まれるすべての組

合せについて実施例が網羅的に記載されていない限りは，サポート要件を充足しな

いことを述べるものではない。 

(4) したがって，本件決定のサポート要件についての判断に誤りはなく，取消

事由５は理由がない。 

 ６ 取消事由６について 

 前記５のサポート要件についての主張と同様，本件審決の実施可能要件について

の判断に誤りはない。したがって，取消事由６は理由がない。 

特に，本件発明１において，溶媒として特定したＮ－メチルピロリドンについて

は，技術常識に従うと，優れた透明性を有するポリイミドを得ることができないこ

とは，明らかである。また，本件明細書には，溶媒としてＮ－メチルピロリドンを

用いた実施例もないことから，当該溶媒を用いて高い透明性を有するポリイミドフ

ィルムを得るためには，実際にどのような条件を採用すればよいかは，当業者とい

えども理解できず，過度の試行錯誤を要するものである。 

第５ 当裁判所の判断 

 １ 本件発明 

本件明細書には，以下の記載がある（甲１１）。 
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【０００１】本発明は，高い透明性，高い機械強度，そして低線熱膨張係数

を併せ持つポリイミド及び，そのポリイミド前駆体に関する。 

【０００２】高度情報化社会の到来に伴い，光通信分野の光ファイバーや光

導波路等，表示装置分野の液晶配向膜やカラーフィルター用保護膜等の光学材

料の開発が進んでいる。さらに表示装置分野では，ガラス基板代替として軽量

でフレキシブル性に優れたプラスチック基板の検討が行なわれ，それを用いて

曲げたり丸めたりすることが可能なディスプレイの開発が進んでいる。 

【０００３】ポリイミドは，テトラカルボン酸二無水物とジアミンとから得

られる樹脂であるが，高寸法安定性や高耐熱性などの優れた特性を有すること

から高性能光学材料としての用途展開が望まれている。しかしながら，ポリイ

ミドはその化学構造に起因して容易に着色が起こり易いのみならず，原料のテ

トラカルボン酸二無水物やジアミンも着色を抑制することが容易ではなかっ

た。 

【０００４】ポリイミドの原料の一つに，ビフェニルテトラカルボン酸二無

水物がある。特許文献１，２には，着色が低減された３，３’，４，４’-ビフ

ェニルテトラカルボン酸二無水物結晶及びその製造方法が開示されている。し

かしながら，一般にジアミン化合物は，酸化や不純物として含まれる微量金属

の影響により，顕著に着色することが知られており，ジアミンを反応させたポ

リイミドは，着色が低減された３，３’，４，４’-ビフェニルテトラカルボン

酸二無水物を用いた場合でも，４００ｎｍの光透過率は３０％と着色していた。 

【０００５】一方，トランス-１，４-ジアミノシクロヘキサンを用いたポリ

イミドは，芳香族ポリイミドでの着色原因であるＣＴ吸収を有しないことから，

光学材料用途へ展開が期待される（非特許文献１）。しかしながら，原料由来

と想定される着色のため，フィルムとしたときの４００ｎｍの透過率が８０％

を下回り，着色が見られた。 

【０００６】すなわち，ポリイミドの着色の低減に関する検討は，ＣＴ吸収
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などの分子構造に由来する着色だけでなく，原料となるジアミン，テトラカル

ボン酸二無水物の着色にも大きく影響される。そのため，ポリイミドを光学材

料用途へ用いるためには，ジアミン，テトラカルボン酸二無水物の透過率を厳

密に制御する必要があった。 

【０００９】本発明の目的は，フレキシブルディスプレイ用や，太陽電池用，

タッチパネル用の透明基材に適した優れた透明性と高い機械強度，低熱線膨張

係数を併せ持つポリイミド及びそのポリイミド前駆体を提供するであり，ジア

ミン，テトラカルボン酸二無水物の透過率を厳密に制御することで，従来のポ

リイミドの透明性を大幅に改良するに至った。 

【００２５】本発明によって，フレキシブルディスプレイ用や，太陽電池用，

タッチパネル用の透明基材に適した優れた透明性と高い機械強度，低熱線膨張

係数を併せ持つポリイミド及びそのポリイミド前駆体を提供することができ

る。 

【００２７】本発明のポリイミドは，特に限定されないが，テトラカルボン

酸誘導体，ジアミン誘導体の少なくともどちらか一方が，芳香族誘導体である

ことが，耐熱性が高いため好ましい。さらに，テトラカルボン酸誘導体が芳香

族テトラカルボン酸誘導体であり，ジアミン誘導体が脂肪族ジアミン誘導体で

あることが，透明性が改善でき，さらに低線熱膨張係数を達成できるため，よ

り好ましい。 

【００２８】本発明のポリイミドに用いるテトラカルボン酸誘導体（テトラ

カルボン酸類及びそれらの誘導体を含む。）は，特に限定はなく，通常のポリ

イミドに採用されるテトラカルボン酸類及びそれらの誘導体であればいずれ

でも構わない。・・・。 

【００２９】本発明で用いるテトラカルボン酸誘導体は，着色を低減する目

的で精製することが好ましい。精製方法としては，特に制限されず公知の方法

が利用できるが，以下の方法が好適である。 
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（1）溶剤と，テトラカルボン酸誘導体粉末を，少なくとも一部のテトラカル

ボン酸誘導体粉末が溶解していない不均一な状態で混合し，次いで混合液から

未溶解のテトラカルボン酸誘導体粉末を分離回収する精製方法， 

（2）酸無水物を含む溶液で再結晶する精製方法， 

（3）加熱減圧下で昇華する精製方法 

また，これらの方法を複数繰り返すことや，組み合わせて精製することもで

きる。 

【００３０】本発明のポリイミドに用いるジアミン誘導体（ジアミン類及び

それらの誘導体を含む。）は，特に限定はなく，通常のポリイミドに採用され

るジアミン類及びそれらの誘導体であればいずれでも構わないが，ポリイミド

の透明性を向上させるため，以下のジアミンが好適である。・・・。 

【００３１】本発明で用いるジアミン誘導体は，着色を低減する目的で精製

することが好ましい。精製方法としては，特に制限されず公知の方法が利用で

きるが，以下の方法が好適である。 

（1）昇華する精製方法 

（2）吸着剤で処理する精製方法 

（3）再結晶による精製方法 

また，これらの方法を複数繰り返すことや，組み合わせて精製することもで

きる。 

【００３４】本発明のポリイミド前駆体は，特に限定されないが以下の製造

方法により容易に製造することができる。 

1）ポリアミド酸 

  有機溶剤にジアミンを溶解し，この溶液に攪拌しながら，テトラカルボン

酸二無水物を徐々に添加し，０～１００℃の範囲で１～７２時間攪拌すること

で，ポリイミド前駆体が得られる。 

【００３９】前記製造方法で使用する有機溶媒は，具体的にはＮ，Ｎ-ジメチ
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ルホルムアミド，Ｎ，Ｎ-ジメチルアセトアミド，Ｎ-メチル-２-ピロリドン，

ジメチルスルホオキシド等の非プロトン性溶媒が好ましいが，原料モノマーと

生成するポリイミド前駆体が溶解すれば問題はなく使用できるので，特にその

構造には限定されない。・・・。 

【００４１】本発明のポリイミド前駆体は，特に限定されないが，下記一般

式（1）の単位構造式を含むことを好ましい。 

【００４２】【化２】 

〔一般式（1）中，Ｘは４価の有機基であり，Ｒ１は水素原子又は炭素数１～

４のアルキル基であり，Ｒ２，Ｒ３は水素原子，炭素数１～６のアルキル基又は

炭素数３～９のアルキルシリル基である。〕 

得られるポリイミドの耐熱性が高いことから，Ｘは下記一般式（2）の４価の

有機基であることがより好ましく，４価のビフェニル異性体であることが特に

好ましい。 

【００４３】【化３】 
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【００４４】本発明のポリイミドは，ポリイミド前駆体を脱水閉環反応（イミド化

反応）することで製造することができる。イミド化の方法は特に限定されず，公知

の熱イミド化，化学イミド化方法を適用することができる。得られるポリイミドの

形態は，フィルム，ポリイミド積層体，コーティング膜，粉末，ビーズ，成型体，

発泡体およびワニスなどを好適に挙げることができる。 

【００４５】本発明のポリイミドは，その限りではないが，膜厚１０μｍの

フィルムにしたときの４００ｎｍにおける光透過率が８０％以上，好ましくは

８５％以上，より好ましくは９０％以上であり，優れた透明性を有する。 

【００４７】本発明のポリイミドからなるフィルムは，用途にもよるが，フ

ィルムの厚みとしては１μｍ～２００μｍ程度が好ましく，さらには１μｍ～

１００μｍ程度が好ましい。 

【００４９】・・・例えばセラミック（ガラス，シリコン，アルミナ），金

属（鋼，アルミニウム，ステンレス），耐熱プラスチックフィルム（ポリイミ

ド）などの基材に，本発明のポリイミド前駆体溶液組成物を流延し，真空中，

窒素等の不活性ガス中，或いは空気中で，熱風もしくは赤外線を用いて，２０

～１８０℃，好ましくは２０～１５０℃の温度範囲で乾燥する。次いで得られ

たポリイミド前駆体フィルムを基材上で，もしくはポリイミド前駆体フィルム



 - 68 - 

を基材上から剥離し，そのフィルムの端部を固定した状態で，真空中，窒素等

の不活性ガス中，或いは空気中で，熱風もしくは赤外線を用い，２００～５０

０℃，より好ましくは２５０～４５０℃程度の温度で加熱イミド化することで

ポリイミドフィルム／基材積層体，もしくはポリイミドフィルムを製造するこ

とができる。・・・ 

【００５４】以下，実施例及び比較例によって本発明を更に説明する。尚，

本発明は以下の実施例に限定されるものではない。 

【００６０】〔参考例１〕ｔ-ＤＡＣＨ粉末の精製 

  ガラス製昇華装置に未精製のトランス－１，４－ジアミノシクロヘキサン

１０．０ｇを仕込み，１Ｔｏｒｒ以下に減圧した。トランス－１，４－ジアミ

ノシクロヘキサンが接している壁下面の温度を５０℃に加熱し，５℃に温調さ

れた対面した壁上面に昇華物を得た。収量は，８．２ｇであった。この方法で

得られたトランス－１，４－ジアミノシクロヘキサン粉末の光透過率の結果を

表１に示す。 

【００６１】〔参考例２〕ＢＡＢＢ粉末の精製 

ガラス製容器にＢＡＢＢ２０．０ｇ，Ｎ，Ｎ-ジメチルアセトアミド１４０ｇ

を仕込み，６０℃に加熱し溶解した。溶液に吸着剤（Norit SX Plus）０．２

０ｇを加え，２時間攪拌した。吸着剤をろ過で取り除き，純水を加え，５℃ま

で冷却し，析出物を回収した。さらに，得られた析出物１０．０ｇをガラス製

昇華装置に仕込み，１Ｔｏｒｒ以下に減圧した。ＢＡＢＢが接している壁下面

の温度を３００～３５０℃に加熱し，２５℃に温調された対面した壁上面に昇

華物を得た。収量は，８．５ｇであった。この方法で得られたＢＡＢＢの光透

過率の結果を表１に示す。 

【００６２】〔参考例３〕ｓ－ＢＰＤＡ粉末の精製 

  ガラス製容器に未精製のｓ－ＢＰＤＡ１０．０ｇ，溶媒としてＮ-メチル-

２-ピロリドン１０．０ｇを仕込み，２５℃で３時間，十分に攪拌した。溶液
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をろ別し，得られた固体を１００℃２時間真空乾燥し，着色が低減されたｓ－

ＢＰＤＡ粉末を得た。光透過率の結果を表１に示す。 

【００６３】〔参考例４〕ａ－ＢＰＤＡ粉末の精製 

  ガラス製容器に未精製のａ－ＢＰＤＡ１０．０ｇ，溶媒としてアセトン１

０．０ｇ仕込み，２５℃で３時間，十分に攪拌した。溶液をろ別し，得られた

固体を１００℃ ２時間真空乾燥し，着色が低減されたａ－ＢＰＤＡ９．４ｇ

を得た。光透過率の結果を表１に示す。 

【００６４】〔参考例５〕ｉ－ＢＰＤＡ粉末の精製 

  ガラス製容器に未精製のｉ－ＢＰＤＡ１０．０ｇ，溶媒としてＮ-メチル-

２-ピロリドン１０．０ｇを仕込み，２５℃で３時間，十分に攪拌した。溶液

をろ別し，得られた固体を１００℃ ２時間真空乾燥し，着色が低減されたｉ

－ＢＰＤＡを得た。光透過率の結果を表１に示す。 

【００６５】【表１】 

 

【００６６】〔実施例１〕 

  反応容器中に参考例１と同様の方法で精製したトランス-１，４-ジアミノ

シクロヘキサン（ｔ－ＤＡＣＨ）１．４０ｇ（０．０１２２モル）を入れ，モ

レキュラーシーブを用いて脱水したＮ，Ｎ-ジメチルアセトアミド２８．４ｇ

に溶解した。この溶液を５０℃に加熱し，参考例３と同様の方法で精製した３，

３’，４，４’-ビフェニルテトラカルボン酸二無水物（ｓ－ＢＰＤＡ）３．５
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０ｇ（０．０１１９モル）と，参考例４と同様の方法で精製したａ－ＢＰＤＡ

０．０９ｇ（０．０００３モル）とを徐々に加えた。５０℃で６時間撹拌し，

均一で粘稠なポリイミド前駆体溶液を得た。 

【００６７】得られたポリイミド前駆体溶液をガラス基板に塗布し，窒素雰

囲気下１２０℃で１時間，１５０℃で３０分，２００℃で３０分，３５０℃で

５分まで昇温して熱的にイミド化を行なって，無色透明なポリイミド／ガラス

積層体を得た。次いで，得られた共重合ポリイミド／ガラス積層体を水に浸漬

した後剥離し，膜厚が１０μｍのポリイミドフィルムを得た。このフィルムの

特性を測定した結果を表２に示す。 

【００６８】［実施例２～６］表２に記載したジアミン成分，酸成分を用い

た以外は，実施例１と同様にして，ポリイミド前駆体溶液及び、ポリイミドフ

ィルムを得た。特性を測定した結果を表２に示す。 

【００７０】【表２】 

 

【００７１】表２に示した結果から分かるとおり，本発明のポリイミドは，

４００ｎｍにおける光透過率が８０％以上であり，光学材料用途ポリイミドと

して好適である。 
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【００７２】本発明によって，フレキシブルディスプレイ用や，太陽電池用，

タッチパネル用の透明基材に適した優れた透明性と高い機械強度，低熱線膨張

係数を併せ持つポリイミド及びそのポリイミド前駆体を提供することができ

る。 

 ２ 取消事由１（甲４発明の認定及び相違点１－１の認定の誤り）について 

  (1) 甲４文献には，以下のとおりの記載がある。 

「ポリイミドが酸二無水物とジアミンとの反応により温和な条件で容易に合成す

ることができる」（ｉ頁４行～５行） 

「１．はじめに  

無水ピロメリト酸（ＰＭＤＡ）と４,４－ジアミノフェニルエーテル（ＯＤＡ）か

ら合成されるＰＭＤＡ/ＯＤＡ（・・・）や３,３’,４,４’－ビフェニルテトラカ

ルボン酸無水物（ＢＰＤＡ）とｐ-フェニレンジアミン（ＰＤＡ）から合成されるＢ

ＰＤＡ/ＰＤＡ（・・・），またＢＰＤＡとＯＤＡから合成されるＢＰＤＡ/ＯＤＡ（・・・）

に代表されるように，汎用のポリイミド（ＰＩ） は可視光の吸収端が５００～６０

０ｎｍまですそを引き，黄褐色～茶褐色に着色している。・・・また光エレクトロニ

クスの分野でＰＩを用いる場合には，光通信波長（近赤外域）での光透過性ととも

に，屈折率や複屈折の精密な制御が必須となる。本章では，ＰＩの紫外～可視域で

の光透過性（光吸収）と蛍光発光をＰＩの電子構造，特に電荷移動（ＣＴ）遷移と

局所励起（ＬＥ）遷移に基づいて説明し，また近赤外域での光透過性を赤外振動吸

収に基づいて説明して，近年行われつつある高透明性や高屈折率を示すＰＩの分子

設計と合成，物性評価について解説する。  

 ・・・  

 ２．ポリイミドの光透過性  

 ２．１ ポリイミドの化学構造と光透過率  

  芳香族ポリイミド（ＰＩ）薄膜の可視域における光透過性は，ＰＩの化学構造に

よって決まる分子内の電荷移動（ＣＴ）相互作用の強さと薄膜の作製条件（硬化温
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度，モノマー純度，溶媒の種類，熱処理の雰囲気等）に依存することが知られてい

る。」（１０２頁左欄１行～右欄１６行） 

「脂環式構造を有する酸無水物またはジアミンを用いると高い光透過性を有する

ＰＩが得られることが知られており」（１０３頁左欄２３行～右欄１行） 

 「 

                        」（１０３頁図２） 

 「全芳香族＜半芳香族＜全脂環式ＰＩの順に紫外～可視域の光透過性が増加する。」

（１０５頁左欄下から２行～１行） 
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「 

 

                            」（１０６頁表１） 
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 「  

                         」（１０７頁表２） 
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 「 

                       」（１０８頁表２（続き）） 

 

 「 

                             」（１０９頁図９） 
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「 

                            」（１１０頁図１０） 

 「２．４ 含フッ素酸無水物から合成されるＰＩの光透過性  

・・・しかし，同じ含フッ素酸無水物である６ＦＤＡがＰＩの無色透明化に寄与す

ることは良く知られており，６ＦＤＡから合成されるＰＩは高透明性ＰＩの代名詞

のようになっている。」（１１１頁左欄下から１０行～１行） 

 「２．５ 脂環式ＰＩの電子構造と光学的性質  



 - 77 - 

 脂環式ＰＩは紫外～可視域での高い光透過性から，液晶配向膜，光学レンズ，光

導波路部品，眼内レンズ，航空宇宙部品など種々の応用が期待されている・・・」

（１１２頁左欄１行～５行）  

  (2) 甲４文献に記載された発明の認定 

 前記(1)で認定した甲４文献の記載からすると，甲４文献には，本件決定が認定し

たとおり，「酸二無水物とジアミンとを反応させてなるポリイミドの合成方法」（甲

４発明）が記載されていると認められる。 

  (3) 相違点の認定 

 したがって，本件発明１と甲４文献に記載された発明との相違点は，本件決定が

認定したとおり，相違点１－１，１－２，１－３であると認められる。 

  (4) 原告の主張について 

原告は，甲４文献は，透明性の高いポリイミドを得る手段として，専ら分子間Ｃ

Ｔ遷移や分子内ＣＴ遷移の強弱に着目して，含フッ素酸無水物を利用したり，脂環

式構造とするなどのポリイミドの分子設計によることを開示するものであり，甲４

文献から，何らの限定もない「酸二無水物とジアミンとを反応させてなるポリイミ

ドの合成方法」という発明を認定することはできないとして，甲４文献には，「分子

内ＣＴ遷移ないし分子間ＣＴ遷移に着目して酸二無水物成分とジアミン成分とを選

択し，酸二無水物と，ジアミンとを用いて反応させてなるポリイミドの合成方法」

の発明が記載されていると認定されるべきであると主張する。 

 しかし，前記(1)で認定した甲４文献の記載からすると，甲４文献には，「ポリイ

ミドの分子内の電子の状態を考慮して，モノマー原料として好適な酸二無水物成分

とジアミン成分とを選択することで，ポリイミドの光透過性に好影響を及ぼすこと」

が記載されているものと認められるが，甲４文献には，酸二無水物とジアミンとを

反応させてポリイミドを合成することができること（甲４発明）が記載されている

ことも明らかである。そして，上記かっこ内の記載と甲４発明とは矛盾しておらず，

上記かっこ内の記載により，甲４発明が認められなくなるものではない。 
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 なお，前記(1)のｉ頁４行～５行の記載は，編集委員会の「謝辞」中の記載である

が，そうであるからといって，当該記載から発明を認定することができないという

べき理由はない。 

 したがって，原告の上記主張は理由がない。 

 ３ 取消事由２（相違点１－１に係る容易想到性の判断の誤り）について 

  (1) 各文献の記載 

   ア 甲１文献には，以下のとおりの記載がある。 

【請求項１】（Ａ）テトラカルボン酸二無水物と（Ｂ）ジアミンとをイミド化し

て得られるポリイミド，及び有機溶剤を含有する光半導体封止剤であって，・・・ 

【請求項１４】光半導体封止樹脂の４００ｎｍ光線透過率が，６０～９９．５％

である請求項１１～１３のいずれかに記載の光半導体封止樹脂。 

 【００９６】（ｆ）４００ｎｍ光線透過率  

 各実施例又は比較例で得られたフィルム１又は硬化物から，３０ｍｍｘ３０ｍｍ

の測定試料を切り出し，分光光度計（Shimadzu UV-2100，積分球使用）を用いて４

００ｎｍ光線透過率を測定した。また，空気中，１５０℃で２４時間熱処理した後，

再度測定した。 

   イ 甲２文献には，以下のとおりの記載がある。 

【０１５２】〔実施例６〕よく乾燥した攪拌機付密閉反応容器中にｐ－フェニレ

ンジアミン（以下「ＰＤＡ」と称する）５ｍｍｏｌをＮＭＰに溶解し，この溶液に

実施例２で得たｔｔ－ＣＨＴＣＡの粉末５ｍｍｏｌを徐々に加え，室温で７２時間

攪拌することで均一・透明で粘稠なポリイミド前駆体溶液が得られた。この際の溶

質濃度は１２．２重量％である。このポリイミド前駆体溶液は室温及び－２０℃で

一ヶ月間放置しても沈澱，ゲル化は全く起こらず，極めて高い溶液貯蔵安定を示し

た。ＮＭＰ中，３０℃で測定したポリイミド前駆体の固有粘度は１．６０／ｇであ

り，高重合体であった。  

 【０１５３】このポリイミド前駆体溶液をガラス基板に塗布し，８０℃，２時間
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で温風乾燥して得たポリイミド前駆体膜を真空中２００℃で２０分，２５０℃で３

０分，続いて３２０℃又は３５０℃で１時間熱処理することでイミド化した。これ

により膜厚約２０μｍの透明で強靭なポリイミド膜を得た。イミド化の完結は赤外

吸収スペクトルから確認した。１８０°折り曲げ試験によりこのポリイミド膜は破

断せず，可撓性を示した。表１にポリイミドフィルムの物性値を示す。ガラス転移

温度４０７℃，カットオフ波長２９２ｎｍ，４００ｎｍでの透過率６４．６％，破

断伸び３０．８％，複屈折Δｎ＝０．００５６，誘電率は２．８２であり優れた特

性を示した。 

   ウ 甲３文献には，以下のとおりの記載がある。 

【請求項１】投影面積円相当径が５～２０μｍの不溶性微粒体の含有量が１ｇ当

り３０００個以下であり，かつ，アセトニトリルに４ｇ／Ｌで溶解した溶液の光路

長１ｃｍにおける４００ｎｍの光線透過率が９８．５％以上である高純度オキシジ

フタル酸無水物。 

【請求項１０】請求項１～３および９のいずれか１項に記載の高純度オキシジフ

タル酸無水物とジアミンとを重合して得られるポリイミド。 

【０００２】オキシジフタル酸無水物（以下，ＯＤＰＡと略称することがある）

は，耐熱性の高いポリイミドに，透明性や熱可塑性を付与するモノマーである。こ

のため，ＯＤＰＡは，透明ポリイミドフィルムや電子材料・半導体関連用途のポリ

イミド原料として利用されている。・・・ 

【０００６】本発明者らは，上記課題を解決すべく鋭意検討した結果，特定の方

法によって精製したＯＤＰＡを用いて製造したポリイミドは，その強度並びに透明

性が向上することを見出し，更には，ポリイミドの強度の低下が特定の不純物に起

因することを見出して本発明を達成した。 

【００７２】（２）光線透過率  

 アセトニトリルに４ｇ／Ｌで溶解した溶液の，光路長１ｃｍにおける４００ｎｍ

の光線透過率が９８．５％以上，好ましくは９８．７％以上，より好ましくは９９．
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０％以上である。  

高純度ＯＤＰＡの透過率は，アセトニトリルに４ｇ／Ｌとなるように溶解させた

サンプルを，光路長１ｃｍの石英セルで波長８００－２００ｎｍにわたり紫外可視

吸光光度計により室温，常圧下で測定される。ＯＤＰＡの透過率は，不純物の含有

量に関係がある。これら着色性不純物は４００ｎｍ付近で大きな透過率の低下を起

こし，ＯＤＰＡとジアミン類との重合を阻害し，ポリイミドフィルムの強度を低下

させ，フィルムの色調を悪化させる原因となる。 

【０１０２】以下にポリイミドの製造方法を示す。  

 窒素雰囲気下，循環水で２５℃に保たれた５００ｃｃの反応器に，予め蒸留精製

した４，４’－オキシジアニリン（０．０１８２ｍｏｌ，和歌山精化社製）３．６

３８ｇ及び脱水グレードのＮ，Ｎ－ジメチルアセトアミド（和光純薬社製，ポリマ

ー濃度を１５重量％とする）５２．０ｇを入れ溶解させた。その後，実施例１で作

成した高純度ＯＤＰＡ５．６３３ｇ（０．０１８２ｍｏｌ）を約３０分間にわたり

粉末のまま分割投入した。その後６時間２５℃で攪拌した。  

   エ 甲６文献には，以下のとおりの記載がある。 

 ［００５４］本発明に用いられるジアミン成分（Ａ）を構成する他の必須成分で

あるトランス－１，４－シクロヘキシルジアミン（ａ２）は，ポリイミドフィルム

の透明性の向上だけでなく，ガラス転移温度の向上に効果がみられる。このトラン

ス－１，４－シクロヘキシルジアミン（ａ２）は，ジアミン成分（Ａ）の５モル％

以上，望ましくは３０モル％以上，さらに望ましくは５０モル％以上９５モル％以

下含んでいることが好ましい。トランス－１，４－シクロヘキシルジアミン（ａ２）

は未精製品のままだとポリイミドフィルムの色が濃色になるので，必要に応じてｎ

－ヘキサン等によって再結晶，精製することが好ましい。・・・ 

 ［００７４］このポリイミドフィルムは，膜厚１０μｍ換算で４００ｎｍ地点の

光透過率が８０％以上であり，熱膨張係数が１００℃～２００℃の範囲で２０ｐｐ

ｍ／℃以下であり，ガラス転移温度が２５０℃以上であり，ＴＥモードでの屈折率
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とＴＭモードでの屈折率との差が０．０５以下であるという各種フィルム特性を実

現することができる。  

 ［００７７］（実施例１）  

 ０．５リットルのガラス製の４つ口フラスコを用い，３０ｍＬ／分の流量で乾燥

窒素を流しながら，２，２’－ビス（トリフルオロメチル）ベンジジン（（ａ１）

成分）３２．０２４ｇ（０．１モル）と，再結晶済みのトランス－１，４－シクロ

へキシルジアミン（（ａ２）成分）１１．４１９ ｇ（０．１モル）とに，Ｎ，Ｎ

－ジメチルアセトアミド（溶媒成分（Ｃ））を３１０．４９ｇ加え，７０℃に加熱

させ溶解させた。  

 その後再結晶済みの３，３’，４，４’－ビシクロヘキシルテトラカルボン酸二

無水物（（ｂ１）成分）３０．６３１ｇ（０．１モル）及び３，３’，４，４’－

ビフェニルテトラカルボン酸二無水物（（ｂ２）成分）２９．４２１ ｇ（０．１

モル）をゆっくり加えた後，８０℃で１５分間攪拌した後，自然冷却して室温で６

０時間撹拌してポリスチレン換算分子量Ｍｗ１３３２００のポリイミド前駆体を含

む粘度１３０ポイズのポリイミド前駆体組成物（ワニス）Ａを得た。なお，ポリス

チレン換算分子量は，ゲルパーミエーションクロマトグラフ（ＧＰＣ）法によっ

た。  

 ［００７８］上記ワニスＡを，表面が酸化シリコン層である直径６インチのシリ

コンウェハ上にスピンコートし，窒素雰囲気下，縦型拡散炉（光洋リンドバーグ社

製，商品名「μＴＦ」）で２００℃で０．５時間，３００℃で０．５時間加熱し，

シリコンウェハ上に膜厚約１５μｍのポリイミドフィルムを得た。シリコンウェハ

上のポリイミドフィルムは，０．４９％フッ酸水溶液で酸化シリコン層をエッチン

グしてシリコンウェハから回収した。得られたポリイミドフィルムの膜厚１０μｍ

に換算した波長４００ｎｍ地点の光透過率，熱膨張係数，ガラス転移温度，屈折率

差は，下記の方法で測定し，（表１）に結果をまとめて示した。  

 ［００７９］光透過率は，日立製作所製の光透過率測定装置（商品名「Ｕ－３３
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１０」）を用いて測定した。・・・  

   オ 甲７文献には，以下のとおりの記載がある。 

 【００４３】本発明者らの検討によれば，原料となるＢＰＤＡの着色がポリイミ

ドの着色原因の一つであることが判った。すなわち，２規定のＮａＯＨ水溶液に０．

０５ｇ／ｍＬの濃度に溶解して得られた溶液の波長４００ｎｍの光透過率が９０％

以上であるＢＰＤＡを原料とすることで，ポリイミドの着色を抑制できるのである。

好ましくは光透過率が９８％以上のＢＰＤＡを用いる。 

【００５５】ＢＰＤＡと反応させるジアミン成分は特に限定されないが，例えば，

ジアミノジフェニルエーテル，ｐ－フェニレンジアミン，ビスアミノフェノキシフ

ェニルプロパン，ｏ－トリジン等の公知の芳香族ジアミン成分が挙げられる。２種

以上を併用してもよい。ＢＰＤＡに対するジアミン成分の量は特に限定されないが，

通常，ＢＰＤＡとジアミン成分とを等モル前後で反応させる。なおジアミン成分も

着色の少ないものを用いることが好ましい。 

【００６１】・・・ 

＜光透過率＞  

 ＢＰＤＡの着色度の指標として，ＢＰＤＡの溶液の光透過率を測定した。具体的

には，先ず，２規定のＮａＯＨ水溶液に試料を０．０５ｇ／ｍＬの濃度で溶解した

溶液を調製した。次いで，内径１０ｍｍの石英セルを使用し，水を対照液とし，分

光光度計（島津製作所製「ＵＶ－２６５ＦＷ型」）で波長４００ｎｍの光を用いて

測定した。ＮａＯＨとしては試薬特級品を使用し，サンプル溶液の調製や対照液の

ための水は，蒸留水またはイオン交換樹脂処理水を使用した。・・・ 

【００８３】［実施例７：ポリイミドフィルムの調製］ 

 攪拌機及び加熱器を備えた５００ｍＬ反応器に，４，４’－ジアミノジフェニル

エーテル（以下，ＤＤＥと称する。）９．６６ｇ及びＮ－メチルピロリドン（以下，

ＮＭＰと称する。）１７５．０ｇを仕込み均一溶液とした後，これに実施例３で得

た昇華精製後のＢＰＤＡ結晶１４．２０ｇを添加し，攪拌下，２５℃の温度で２４
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時間反応を行い，粘稠なポリアミック酸溶液を得た。得られた溶液をＮＭＰにより

希釈し，粘度が３００ポイズの溶液としたのち，ガラス板上にキャスティングし，

これを熱風乾燥機中で１００℃から３００℃まで段階的に加熱し厚さ１１μｍのポ

リイミドフィルムを得た。得られたポリイミドフィルムの４００ｎｍにおける光透

過率を分光光度計（島津製作所製「ＵＶ－２６５ＦＷ型」）を用いて測定したとこ

ろ，３０％であった。・・・ 

   カ 甲８文献には，以下のとおりの記載がある。 

 【００２７】また，これらのトランス－１，４－ジアミノシクロヘキサン化合物

は，得られるポリイミドフィルムが著しく着色する場合があるため必要に応じてｎ

－ヘキサン等の溶媒を用いて着色油性分を分離後，再結晶・精製して使用すること

が好ましい。 

   キ 甲９文献には，以下のとおりの記載がある。 

「［５］無色透明ポリイミド  

  －芳香族ポリイミドの着色の要因と無色透明化－  

・・・  

 従って，カットオフ点を低波長側の紫外領域まで移動させて可視光領域の吸収

をなくせば芳香族ポリイミドを無色透明化できる。 

 芳香族ポリイミドの着色の要因（・・・）について，分子構造，・・・製造条件の

及ぼす影響等について検討し，無色透明化への指針をまとめた。 

・・・  

 １．２．２モノマーの純度  

 モノマーの純度も重要なファクターであり，見た目きれいな結晶をしていても僅

かな不純物が光透過性を悪化する原因となる。図８には用いたジアミンの再結晶前

後の光透過性について示したものである。活性炭を用いて再結晶した後のモノマー

を用いた方が光透過性にやや優れている。光透過性では僅かな差ではあるが，着色

の差としてはっきりと表れる。  
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・・・ 

１．３まとめ  

 芳香族ポリイミドを透明化していくには，ポリイミドの光透過性を良くしていけ

ばよく，そのためには光（可視光）を吸収する要因を排除すればよい。２．１では

分子骨格に関してその要因の効果をまとめたが，実際には２．２の製造上の効果も

含めてそれぞれの効果が複雑に影響し合うために，個々の芳香族ポリイミドの透明

性についてみれば矛盾する結果となる場合もある。  

 以下に，芳香族ポリイミドの透明化のために分子設計上並びに製造上の指針をま

とめた。  

 (i)ジアミンは電子吸引性基を含み，且つｍ－置換構造のものを用いる。  

 (ii)酸二無水物は電子供与性基を含むものを用いる。  

 (iii)ジアミン，酸二無水物ともに分離基を有するものを用いる。  

 (iv)着色を起こさない溶媒を用いる。  

 (v)モノマーは充分に精製した純度の高いものを用いる。  

 (vi)イミド化法としては化学イミド化または不活性雰囲気下の加熱イミド化を行

なう。」（１０３頁～１１０頁）  

   ク 乙２文献には，以下のとおりの記載がある。 

【請求項２】１２重量％ＮａＯＨ水溶液５．４ｇに１．０ｇを溶解したときにお

ける４００ｎｍの光透過率が，８５％以上であることを特徴とする請求項１に記載

のビシクロ［2．2．2］オクタン－２，３，５，６－テトラカルボン酸二無水物。 

【請求項１０】ガラス転移温度が２５０℃以上，波長４００ｎｍでの光透過率が

７０％以上，・・・いずれか１項に記載のポリイミド。 

【０１８７】・・・上述した本発明に係るＢＴＡ－Ｈの中でも，アルカリ金属とア

ルカリ土類金属との総量が１０ｐｐｍ以下であるＢＴＡ－Ｈ，さらには１２重量％

ＮａＯＨ水溶液５．４ｇに１．０ｇを溶解したときにおける４００ｎｍの光透過率

が，８５％以上であるＢＴＡ－Ｈを原料として用いることで得られるポリイミドも，
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本発明に係るポリイミドの範疇に入るものである。当該原料を用いることで，ガラ

ス転移温度が２５０℃以上，波長４００ｎｍでの光透過率が７０％以上，複屈折が

０．０１以下，破断伸びが５％以上であるポリイミド，破断伸びが３０％以上であ

るポリイミド，有機溶剤に可溶なポリイミドを好適に得ることができる。・・・ 

【０２４６】[実施例１：ＢＴＡ－Ｈの製造] 

・・・また，ＢＴＡ－Ｈ１．０ｇを１２重量％ＮａＯＨ水溶液５．４ｇに溶解さ

せた水溶液の４００ｎｍにおける光透過率を，厚さ１ｃｍの石英セルを用いて測定

したところ，光透過率は９４．５％であった。・・・ 

【０２５３】・・・表１にポリイミドフィルムの物性値を示す。・・・ 

【０２５６】・・・４００ｎｍでの透過率８７．２％・・・フレキシブル液晶ディ

スプレー用プラスチック基板としての要求特性を満足していた。・・・ 

   ケ 乙３文献には，以下のとおりの記載がある。 

「低い比誘電率（Ｋ）と低い線形熱膨張係数（ＣＴＥ）を同時に有する半芳香族

ポリイミド（ＰＩ）分子設計がなされた。２つのポリイミド系統，すなわち３，３’，

４，４’－ビフェニルテトラカルボン酸二無水物とトランス－１，４－シクロヘキ

サンジアミンから誘導されるｓ－ＢＰＤＡ／ＣＨＤＡポリイミドと，１，２，３，

４－シクロブタンテトラカルボン酸無水物とビス（２，２’－トリフルオロメチル）

ベンジジンから誘導されるＣＢＤＡ／ＴＦＭＢに焦点を当てた。」（Ｓ９３頁の概要

（Ａｂｓｔｒａｃｔ）の欄の１行～７行） 

 「アルドリッチ社から購入したトランス－１，４－ジアミノシクロヘキサン（Ｃ

ＨＤＡ）を次のように精製した。ＣＨＤＡを沸点にあるｎ－ヘキサン中に溶解した。

透明／無色の溶液と油状褐色層の少量部分とをデカンテーションにより注意深く分

離した。この操作を怠ると得られるポリイミド膜が着色する結果となる。ＣＨＤＡ

は無色のフラクションから再結晶化され，その後，濾過及び２４時間室温で真空乾

燥した。」（Ｓ９４頁２９行～３４行） 

「脂肪族モノマー及びフッ素化ジアミンの使用は，紫外・可視領域において，高
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度に透明なポリイミドが得られる傾向がある。図９では，検討したポリイミドフィ

ルムの透明性について比較している。結果からみて，半芳香族のｓ-ＢＰＤＡ／ＣＨ

ＤＡフィルムは，全芳香族ｓ-ＢＰＤＡ／ＰＤＡよりも，４００ｎｍより下の波長に

おいて，とても優れた透明性を有している。」（Ｓ１０５頁３行～６行） 

 (2) 前記(1)の各文献の記載を前提に，以下検討する。 

  ア 前記(1)で認定した甲３文献の【請求項１】，段落【０００６】，【００７

２】，甲７文献の段落【００４３】，【００６１】，乙２文献の【請求項２】，段落【０

１８７】，【０２４６】の各記載によると，本件特許の出願当時，光透過性に優れた

ポリイミドを得るために，波長４００ｎｍ，光路長１ｃｍの光透過率が８０％以上

のテトラカルボン酸誘導体を使用することは，当業者にとって周知であったと認め

られる。 

   イ また，前記(1)で認定した甲３文献の段落【０１０２】，甲７文献の段落

【００５５】，甲８文献の段落【００２７】，甲９文献の「１．２．２」，乙３文

献のＳ９３頁の概要（Ａｂｓｔｒａｃｔ）の欄の１行～７行，Ｓ９４頁２９行～３

４行，Ｓ１０５頁３行～６行によると，本件特許の出願当時，光透過性に優れたポ

リイミドを得るために，モノマーとして，着色の少ないジアミン誘導体を使用する

ことは，当業者にとって周知であったと認められる。 

   ウ しかし，光透過性に優れたポリイミドを得るために，純水又はＮ，Ｎ－

ジメチルアセトアミドに１０質量％の濃度に溶解して得られた溶液に対する波長４

００ｎｍ，光路長１ｃｍの光透過率（以下「本件光透過率」という。）が９０％以

上である芳香環を有しないジアミン誘導体又は本件光透過率が８０％以上である芳

香環を有するジアミン誘導体を使用することは，当業者にとって周知であったとは

いえない。理由は以下のとおりである。 

    (ｱ) 確かに，着色の少ないジアミン誘導体を使用するということは，光透

過性の高いジアミン誘導体を使用することを意味するものと理解できる。 

 しかし，本件証拠上，モノマーとして，本件光透過率が８０％～９０％以上のジ
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アミン誘導体を使用することについて記載した文献は一切ない（なお，被告は，光

透過性に優れたポリイミドの指標として，「フィルムとしたときの波長４００ｎｍ

の光透過率」を用いることは周知であると主張するが，同周知事項は，モノマーの

光透過性の指標として用いられるものではない。）。 

    (ｲ) また，前記(1)のとおり，甲９文献には，「モノマーの純度も重要なフ

ァクターであり，見た目きれいな結晶をしていても僅かな不純物が光透過性を悪化

する原因となる。図８には用いたジアミンの再結晶前後の光透過性について示した

ものである。活性炭を用いて再結晶した後のモノマーを用いた方が光透過性にやや

優れている。光透過性では僅かな差ではあるが，着色の差としてはっきりと表れる。

」との記載があり，同記載からすると，着色の度合いと光透過性との間の相関の程

度は不明といわざるを得ず，他にこの点を認めるに足りる証拠もない。したがって

，モノマーとして，着色の少ないジアミン誘導体を使用することが周知であるとし

ても，そのことから，本件光透過率が８０％～９０％以上となるジアミン誘導体を

使用することまでも周知であるということはできないというべきである。 

   エ このように，光透過性に優れたポリイミドとするために，モノマーとし

て，本件光透過率が８０％～９０％以上のジアミン誘導体を使用することが周知で

あったということはできないから，甲４発明に本件証拠によって認められる周知技

術を適用しても，本件発明１の構成に到らず，したがって，本件発明１は進歩性が

ないということはできない。 

オ 被告の主張について 

被告は，①可視光領域(可視域)の吸収をなくして，光透過性に優れたポリイミドを

合成することは，当業界における周知の課題である，②光透過性に優れたポリイミ

ドの指標として，「フィルムとしたときの波長４００ｎｍの光透過率」を用いること

は周知である，③光透過性に優れたポリイミドとするためには，可視光を吸収する

要因を排除すればよく，そのためには，光透過性を悪化する原因となる不純物がな

いよう，充分に精製した純度の高いモノマーを用いることは周知である，④ポリイ
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ミド原料モノマーのうち，少なくともテトラカルボン酸二無水物において，上記の

「光透過性を悪化する原因となる不純物がないよう，充分に生成した純度の高いモ

ノマー」であることの指標として，当該モノマーを適当な溶媒に溶解したときに波

長４００ｎｍの光透過率（溶媒にモノマーを溶解させた溶液の光路長１ｃｍの光透

過率）がなるべく高いものであることを用いることは周知である，⑤ポリイミドの

原料モノマーのうち，ジアミン誘導体についても，再結晶や蒸留等により精製して，

純度が高く，着色の少ないものを用いることは周知であるとした上で，甲４発明に

上記各周知技術を適用することにより，相違点１－１に係る構成を備えた本件発明

１は容易に想到できる旨主張する。 

   (ｱ) しかし，前記ウのとおり，光透過性に優れたポリイミドとするために，

モノマーとして，着色の少ないジアミン誘導体を使用することが周知であったとし

ても，同周知技術から，本件光透過率が８０％～９０％以上のジアミン誘導体を使

用することを導き出すことはできないところ，このことは，被告の指摘する上記の

すべての周知技術を考慮しても変わるものではない。 

   (ｲ) この点，被告は，ジアミンに含まれる光透過性を悪化する原因となる

不純物が，そのままポリイミドにも含まれることとなり，ポリイミドの光透過性に

影響することから，光透過性に優れたポリイミドとするために，テトラカルボン酸

二無水物を溶媒に溶解した溶液の波長４００ｎｍの光透過率が９０％以上のものを

用いるのであれば，ポリイミドを構成するもう一方のモノマーであるジアミンにつ

いても，テトラカルボン酸二無水物と同程度の光透過率のものとすることは，当業

者であれば当然に理解する旨主張する。 

ａ 被告の上記主張は，透明性の優れたポリイミドを製造するためには，

ポリイミドの純度を高める必要があり，そのためには，モノマーであるジアミン誘

導体の純度も高める必要がある，そのジアミン誘導体の純度を光透過率に置き換え

ると，もう一つのモノマーであるテトラカルボン酸誘導体に要求される光透過率と

同程度であるというものと理解できるが，本件証拠上，ジアミン誘導体及びテトラ
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カルボン酸誘導体のそれぞれの純度と光透過率との間の相関の程度は明らかではな

く，後記ｂのような実験結果もあるから，透過性に優れたポリイミドの製造のため

に，ジアミン誘導体の光透過率をテトラカルボン酸誘導体の光透過率と同程度とす

ることが導き出されるということはできず，また，当業者もそのような理解をする

とは認められない。 

ｂ(a) また，証拠（甲３７）によると，以下の事実が認められる。 

      ⅰ 原告は，ジアミンの純度と光透過率との間の相関関係の有無に

ついて調べるために実験を行った（甲３７実験）。 

      ⅱ 甲３７実験においては，ｔ－DACH として３社の製品（以下，

それぞれ「製品①」，「製品②」，「製品③」という。）が，ｓ－ＢＰＤＡとして本件特

許の参考例３の方法で精製したもの（以下「製品④」という。）が，ａ－ＢＰＤＡと

して本件特許の参考例４の方法で精製したもの（以下「製品⑤」という。）が，それ

ぞれ使用された。 

      ⅲ 製品①～製品③について，ＧＣ（ガスクロマトグラフィー）及

びＬＣ（液体クロマトグラフィー）による測定を行い，面積百分率法でその純度を

算出したところ，製品①は，ＧＣで９９．８３％，ＬＣで９９．８９％，製品②は，

ＧＣで９９．９５％，ＬＣで９９．９５％，製品③は，ＧＣで９９．８６％，ＬＣ

で９９．９３％との結果が出た。 

      ⅳ 製品①～製品③の粉末を純粋に溶解し，１０質量％水溶液を作

り，同水溶液について，光路長１ｃｍ，４００ｎｍにおける光透過率を測定したと

ころ，製品①は７４％，製品②は１％，製品③は９２％との結果が出た。 

      ⅴ 製品①，製品④及び製品⑤から製造した膜厚１０μｍのポリイ

ミドフィルムの４００ｎｍにおける光透過率を測定したところ，７６％となった。 

      ⅵ 製品②，製品④及び製品⑤から製造した膜厚１０μｍのポリイ

ミドフィルムの４００ｎｍにおける光透過率を測定したところ，７１％となった。 

(b) 上記の実験結果によると，製品②の純度は製品①及び製品③より
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も高いにもかかわらず，製品②の４００ｎｍ，光路長１ｃｍの光透過率は，製品①

及び製品③の同透過率に比較して極めて低いのであるから，ジアミン誘導体の純度

と光透過率は必ずしも相関しないものと認められる。 

     (c) 甲３７実験の結果について，被告は，製品②は，光透過率が僅か

１％であるにもかかわらず，ＬＣ（液体クロマトグラフィー）での純度が高いもの

であるが，製品②の不純物は，ＬＣの測定波長（例えば，２５０ｎｍ程度）で検出

できない可能性もあるから，甲３７実験から，モノマー純度はモノマー透過率とは

無関係であるということはできないと主張する。 

しかし，証拠（甲３７，４２）によると，甲３７実験のＣＬ測定に使用された検

出器は「Ｃｏｒｏｎａ ＣＡＤ」であること，同検出器は，吸収波長にかかわらず

測定可能であることが認められるから，甲３７実験において，ＣＬ測定に用いられ

た検出器が製品②の不純物を検出できなかったということはできない。 

したがって，被告の上記主張は理由がない。 

 (3) 本件発明２～９は，いずれも本件発明１を限定したものであるから，前記(2)

と同様に，甲４発明及び周知技術から容易に想到できるということはできない。 

(4) 以上より，本件発明は，甲４発明及び周知技術から容易に想到できるという

ことはできないから，本件決定の相違点１－１に係る判断は誤りであり，したがっ

て，取消事由２は理由がある。 

 ４ 取消事由３（甲５発明の認定及び相違点の認定の誤り） 

  (1) 甲５文献には，以下のとおりの記載がある（甲５。訳文は，本件決定の訳

文による。）。 

 「脂環式ジアミンのポリイミド Ｉ．合成及び熱特性」（２３４５頁タイトル）  

 「我々は，ポリイミドの主鎖に脂環式ジアミンを使用して分子間電荷移動錯体の

形成を抑制し，透明性を改良し，誘電率を低くすることを試みた。・・・本論文で

は，シクロへキシル部分を使用してジアミンの芳香環を置き換え，ピロメリット，

ベンゾフェノンテトラカルボキシル，又はビフェニルテトラカルボキシル部分を含
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有する新しい脂環式ポリイミドを製造した。」（２３４５頁右欄１５行～２３４６

頁左欄７行）  

 「材料  

 ポリアミック酸及びポリイミドを製造するために本研究で使用する酸二無水物及

びジアミンを図１に示す。芳香族酸二無水物，例えばピロメリット酸二無水物（Ｐ

ＭＤＡ），ビフェニルテトラカルボン二無水物（ＢＰＤＡ）及びベンゾフェノンテ

トラカルボン酸二無水物（ＢＴＤＡ）は，再結晶によって精製した。ｔｒａｎｓ－

及びｃｉｓ－１，４－ジアミノシクロヘキサンの混合物（ｍｉｘ－１，４－ＣＨＤ

Ａ，沸点１８１℃）を，使用前に減圧下で蒸留し，暗室に保存した。ｔｒａｎｓ－

１，４－ジアミノシクロヘキサン（ｔｒａｎｓ－１，４－ＣＨＤＡ，沸点１９７℃）

をｍｉｘ－１，４－ＣＨＤＡと同様な方法で蒸留し保存した。４，４’－ジアミノ

シクロヘキシルメタン（ＤＣＨＭ）は，立体異性体の混合物として市販され，ｔｒ

ａｎｓ－ｔｒａｎｓ：ｔｒａｎｓ－ｃｉｓ比が約６５：３５である。・・・そのｔ

ｒａｎｓ－ｔｒａｎｓ異性体を，立体異性体の混合物からヘキサン溶液からの再結

晶によって分離した。再結晶されたｔｒａｎｓ－ｔｒａｎｓ異性体は，ｔｒａｎｓ

－ｃｉｓ異性体＝９４：６の組成を有する。」（２３４６頁左欄１７行～２３４６

頁右欄１５行）  

「ポリアミック酸の調製  

 窒素充填され機械的攪拌機が装着された，乾燥した１００ｍＬの３つ口丸底フラ

スコ中で，酸二無水物又は脂環式ジアミンを，Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド（Ｄ

ＭＦ）又はＮ，Ｎ－ジメチルアセトアミド（ＤＭＡｃ）の様な非プロトン性溶媒に

溶解した。この溶液に，ＤＭＦ又はＤＭＡｃ中の化学量論的な量の脂環式ジアミン

又は酸二無水物を，窒素雰囲気下に氷冷浴中で攪拌下でシリンジにより滴下して加

えた（図２）。この溶液が均質で粘稠になった時にポリアミック酸が調製される。

脂環式ジアミンの付加重合反応は芳香族ジアミンのそれよりも多くの時間が掛かっ

た。  
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 当該ポリアミック酸溶液をガラス板上にキャストし，５０℃に加熱し，乾燥し，

そしてポリアミック酸フィルムをガラス板から剥がした。ポリアミック酸フィルム

を，真空中，５０℃１２時間，１００℃１時間，１７０℃１時間，２００℃１時間，

そして２５０℃１時間と段階的に加熱した。赤外分光計（Ｊａｓｃｏ Ｍｏｄｅｌ 

ＩＲ－Ｇ）を用いて，２９００ｃｍ－１の－ＣＨ２－バンドと比較して，１７８０ｃ

ｍ－１のイミド環バンドの赤外吸収の増加によって，イミド化の度合いを評価した。

これらの条件下では，ほとんど全てのポリアミック酸がポリイミドに変化した。」

（２３４６頁右欄１６行～４１行）  

(2)ア 前記(1)で認定した甲５文献の記載によると，甲５文献には，「酸二無

水物として再結晶により精製されたＢＰＤＡとジアミンとして減圧蒸留されたｔｒ

ａｎｓ－１，４－ＣＨＤＡとを，Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド（ＤＭＦ）又はＮ，

Ｎ－ジメチルアセトアミド（ＤＭＡｃ）である溶媒中で反応させ，  

 しかる後，得られたポリアミック酸フィルムを，真空中，５０℃１２時間，１０

０℃１時間，１７０℃１時間，２００℃１時間，そして２５０℃１時間と段階的に

加熱してなる，透明性が改良されたポリイミドの製造方法。」が記載されているも

のと認められる。 

上記の認定のうち，「ジアミンとして減圧蒸留されたｔｒａｎｓ－１，４－ＣＨ

ＤＡ」とあるのを，本件決定は，「ジアミンとして蒸留・再結晶されたｔｒａｎｓ

－１，４－ＣＨＤＡ」と認定しているが，甲５文献には，ｔｒａｎｓ－１，４－Ｃ

ＨＤＡを再結晶することは記載されていないから，本件決定の上記認定は誤りであ

る。 

  イ 原告は，甲５文献自体は専ら脂環式ジアミンを用いたポリイミドの熱特

性について芳香族ポリイミドと比較して検討したものであること，甲５文献には無

水酢酸中での再結晶工程についての記載があるが，同記載の意味は，酸二無水物を

無水酢酸中で再結晶させることにより，無水化して閉環するものであり，テトラカ

ルボン酸誘導体とは異なる別個の不純物を取り除くためのものではないことから，
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甲５文献に記載された発明としては，前記アで認定した「酸二無水物として再結晶

により精製されたＢＰＤＡ」の部分は，「ＢＰＤＡを無水酢酸中で再結晶させるこ

とで開環したカルボキシル基を無水化により閉環させたＢＰＤＡ」と認定すべきで

あり，また，「透明性が改良されたポリイミドの製造方法」の部分は，「熱特性が改

良されたポリイミドの製造方法」と認定すべきであると主張する。 

 しかし，前記(1)のとおり，甲５文献には，ポリイミドの透明性の改良を目的とす

ることが記載され，また，ＢＰＤＡを無水酢酸中で再結晶により精製することが記

載されていることから，甲５文献には前記アのとおりの発明が記載されていると認

められるのであって，原告の上記主張は理由がない。 

  (3) 本件発明と前記(2)で認定した甲５文献に記載された発明を比較すると，

その相違点は，以下のとおりとなる。 

   （相違点） 

本件発明１では，「（ｉ）  

光透過率が９０％以上である芳香環を有しないジアミン誘導体（但し，ジアミン

誘導体の透過率は，純水もしくはＮ，Ｎ－ジメチルアセトアミドに１０質量％の濃

度に溶解して得られた溶液に対する波長４００ｎｍ，光路長１ｃｍの光透過率を表

す。以下，同じ。）  

，および  

 光透過率が８０％以上であるテトラカルボン酸誘導体（但し，テトラカルボン酸

誘導体の透過率は，２規定水酸化ナトリウム溶液に１０質量％の濃度に溶解して得

られた溶液に対する波長４００ｎｍ，光路長１ｃｍの透過率を表す。以下，同じ。），  

または  

（ｉｉ）  

 光透過率が８０％以上である芳香環を有するジアミン誘導体，および  

 光透過率が８０％以上である脂環式テトラカルボン酸誘導体（但し，ビシクロ［２，

２，２］オクタンテトラカルボン酸二無水物を除く），または光透過率が８０％以
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上であって且つ３，３’，４，４’－ビフェニルテトラカルボン酸二無水物，２，

２’，３，３’－ビフェニルテトラカルボン酸二無水物，２，３’，３，４’－ビ

フェニルテトラカルボン酸二無水物，３，３’，４，４’－ジフェニルスルホンテ

トラカルボン酸二無水物，ｍ－ターフェニル－３，３’，４，４’－テトラカルボ

ン酸二無水物，２，２’－ビス(３，４－ジカルボキシフェニル)プロパン，１，４，

５，８－ナフタレンテトラカルボン酸二無水物，２，３，６，７－ナフタレンテト

ラカルボン酸二無水物，（１，１’：３’，１”－ターフェニル）－３，３”，４，

４”－テトラカルボン酸二無水物，４，４’－（ジメチルシラジイル）ジフタル酸

二無水物および４，４’－（１，４－フェニレンビス（オキシ））ジフタル酸二無

水物からなる群より選ばれる芳香族テトラカルボン酸誘導体  

を使用し」と特定されているのに対し，甲５発明では，酸二無水物としてのＢＰＤ

Ａが再結晶により精製されたものであり，ジアミンとしてのｔｒａｎｓ－１，４－

ＣＨＤＡが減圧蒸留されたものであると特定されている点。 

(4) 前記(2)，(3)のとおり，甲５文献に記載された発明についての本件決定の

認定及び相違点２の認定は誤っているから，上記で判示した限度において取消事由

３は理由がある。 

 ５ 取消事由４（相違点２に係る容易想到性の判断の誤り） 

  (1) 前記４のとおり，甲５文献には，モノマーとして使用するテトラカルボン

酸誘導体及びジアミン誘導体については，光透過率による特定が開示されていない

ところ，前記３のとおり，本件全証拠によっても，光透過性に優れたポリイミドを

得るために，本件光透過率が９０％以上である芳香環を有しないジアミン誘導体又

は本件光透過率が８０％以上である芳香環を有するジアミン誘導体を使用すること

は，当業者にとって周知であったとは認められないから，甲５文献に記載された前

記４の発明に本件証拠によって認められる周知技術を適用しても，本件発明１の構

成に到らず，したがって，本件発明１は進歩性がないということはできない。 

 (2) 本件発明２～９は，いずれも本件発明１を限定したものであるから，前記(1)
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と同様に，甲５発明及び周知技術から容易に想到できるということはできない。 

  (3) 以上より，本件発明は，甲５文献に記載された発明及び周知技術から容易

に想到できるということはできないから，本件決定の相違点に係る判断は誤りであ

り，したがって，取消事由４は理由がある。 

 ６ 取消事由５（サポート要件についての判断の誤り） 

(1) 特許請求の範囲の記載が，明細書のサポート要件に適合するか否かは，特

許請求の範囲の記載と発明の詳細な説明の記載とを対比し，特許請求の範囲に記載

された発明が，発明の詳細な説明に記載された発明で，発明の詳細な説明の記載に

より当業者が当該発明の課題を解決できると認識できる範囲のものであるか否か，

また，その記載や示唆がなくとも当業者が出願時の技術常識に照らし当該発明の課

題を解決できると認識できる範囲のものであるか否かを検討して判断すべきである。 

(2)ア そこで，まず，本件発明１の課題について検討するに，前記１のとおり，

本件明細書には，本件発明１の目的は，フレキシブルディスプレイ用，太陽電池用

及びタッチパネル用の透明基材に適した優れた透明性と高い機械強度，低熱線膨張

係数を併せ持つポリイミド及びそのポリイミド前駆体を提供することであること，

テトラカルボン酸二無水物とジアミンとから得られるポリイミド樹脂は，高寸法安

定性や高耐熱性などの優れた特性を有することから高性能光学材料としての用途展

開が望まれているが，その化学構造に起因して容易に着色が起こり易いのみならず，

原料のテトラカルボン酸二無水物やジアミンも着色を抑制することが容易ではなか

ったこと，そのため，ポリイミドを光学材料用途へ用いるためには，ジアミン，テ

トラカルボン酸二無水物の透過率を厳密に制御する必要があること，ジアミン，テ

トラカルボン酸二無水物の透過率を厳密に制御することで，従来のポリイミドの透

明性を大幅に改良するに至ったことが記載されており（段落【０００１】～【００

０６】，【０００９】，【００２５】，【００７２】），同記載によると，本件発明１の課

題は，テトラカルボン酸誘導体とジアミン誘導体とからなるポリイミドの着色を抑

制し，透明性の改善を図ることであると認められる。 
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 イ 本件発明２～７，９も同様に，テトラカルボン酸誘導体とジアミン誘導

体とからなるポリイミドの着色を抑制し，透明性の改善を図ることを課題としてい

るものと認められる（ただし，請求項８を引用する請求項９を除く。）。 

 一方，請求項８及び同項を引用する請求項９は，「膜厚１０μｍのフィルムにした

ときの４００ｎｍにおけるポリイミドの光透過率が８０％以上であることを特徴と

する請求項１～７のいずれかに記載のポリイミドの製造方法。」であり，膜厚１０

μｍのフィルムにしたときの４００ｎｍにおけるポリイミドの光透過率（以下「４

００ｎｍ光透過率」という。）が８０％以上であることが発明の構成として記載さ

れているのであるから，本件発明８の課題は，テトラカルボン酸誘導体とジアミン

誘導体とからなるポリイミドの着色を抑制し，４００ｎｍ光透過率を８０％以上と

することであると認められる。 

(3) 次に，本件明細書に接した当業者が本件発明の課題を解決できると認識で

きる範囲について検討するに，前記１のとおり，本件明細書には，発明を実施する

ための形態として，本件発明１のポリイミドの原料として用いるテトラカルボン酸

誘導体及びジアミン誘導体は，通常のポリイミドに採用されるものであればよいこ

と（段落【００２８】，【００３０】），いずれの原料も着色を低減する目的で公知の

方法により精製することが好ましいこと（段落【００２９】，【００３１】），有機溶

媒は，原料モノマーとポリイミド前駆体が溶解すればよく，特にその構造は限定さ

れないこと（段落【００３９】），２００℃～５００℃で加熱イミド化することで，

ポリイミドフィルムを製造することができること（段落【００４９】）が記載され，

また，適宜の精製を施すことによって請求項１における（i）又は（ii）で特定され

る光透過性を満足するジアミン誘導体及びテトラカルボン酸誘導体が得られること，

それらを使用したポリイミドの製造に係る実施例１～６が記載されている（段落【０

０６０】～【００６８】，【００７０】）。 

本件明細書の上記記載からすると，本件明細書に接した当業者は，ポリイミドの

原料モノマーとして通常用いられるテトラカルボン酸誘導体及びジアミン誘導体の
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それぞれについて，当業者に期待し得る通常の創作能力の発揮によって原料を選択

（例えば，芳香族化合物か脂肪族化合物かの選択等）し，公知の方法による精製を

施すことによって請求項１に記載された特定の光透過率を満足する原料モノマーを

得ることができ，このような原料モノマーを用いて，請求項１記載の溶媒やイミド

化温度等の合成条件により，テトラカルボン酸誘導体とジアミン誘導体とからなる

ポリイミドの着色を抑制し，透明性の改善を図るという本件発明１の課題を解決で

きることを認識できるものと認められる。 

したがって，請求項１は，サポート要件に適合するものと認められる。 

  (4) 被告の主張について 

   ア 被告は，本件発明１の課題は，「フレキシブルディスプレイ用や，太陽電

池用，タッチパネル用の透明基材に適した優れた透明性と高い機械強度，低熱線膨

張係数を併せ持つポリイミド及びそのポリイミド前駆体を提供すること」であって，

その優れた透明性の指標が，「１０μｍのフィルムの４００ｎｍでの光透過率が８

０％以上」であるものと主張する。 

 しかし，特許請求の範囲の請求項１においては，同請求項に記載された方法によ

って製造されるポリイミドの光透過率については何ら限定されていないのであるか

ら，請求項１の方法により製造されたポリイミドが「１０μｍのフィルムの４００

ｎｍでの光透過率が８０％以上」であることが本件発明１の課題の内容となってい

るということはできない。 

 したがって，被告の上記主張は理由がない。 

  イ 被告は，本件発明１では，使用する溶媒として「Ｎ－メチル－２－ピロ

リドン」(Ｎ－メチルピロリドンと同義)が特定されているが，溶媒として，「Ｎ－メ

チル－２－ピロリドン」を使用した場合，優れた透明性を有するポリイミドを得る

ことができないと主張する。 

    (ｱ) 確かに，甲９文献には，「ポリイミド合成で一般的に用いられるＮ－メ

チルピロリドン（ＮＭＰ）を用いた場合，極めて光透過性が悪く（着色大）なるが，
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これは加熱イミド化時にポリイミド中に微量残存したＮＭＰが分解生成物に変化し

て着色の原因となることが知られている。」（１０８頁下から１行～３行）との記載

があることが認められる（甲９）。 

    (ｲ)ａ しかし，甲４６（特開２０１０－１０２８８６号公報）には，以下

のとおり，高い透明性を有するポリイミドを製造するに当たり，Ｎ－メチル－２－

ピロリドンを用いている旨の記載がある。 

【０００９】本発明は，このような事情に鑑みてなされたものであり，高光透過

性，高耐熱性，高靭性かつ低吸水率で，フレキシブルなポリイミドフィルムを備え

る画像表示装置およびフレキシブル透明有機エレクトロルミネッセンス素子を提供

することを目的とする。 

【００２７】ポリアミック酸合成に用いられる溶媒としては，例えば，ｍ－クレ

ゾール，Ｎ－メチル－２－ピロリドン（ＮＭＰ），Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド（Ｄ

ＭＦ），Ｎ，Ｎ－ジメチルアセトアミド（ＤＭＡｃ），Ｎ－メチルカプロラクタム，

ジメチルスルホキシド，テトラメチル尿素，ピリジン，ジメチルスルホン，ヘキサ

メチルホスホルアミド，γ－ブチロラクトンなどが挙げられる。これらは，単独で

使用しても，混合して使用してもよい。さらに，ポリアミック酸を溶解しない溶媒

であっても，均一な溶液が得られる範囲内で上記溶媒に加えて使用してもよい。 

重縮合反応の温度は，－２０～１５０℃，好ましくは－５～１００℃の任意の温

度を選択することができる。 

【００３６】２５℃の水浴中に設置した攪拌機付き５０ｍＬ四つ口反応フラスコ

に，ＤＡ４Ｐ１．４０ｇ（５ｍｍｏｌ）およびＮＭＰ１６．４ｇを仕込み，ＤＡ４

ＰをＮＭＰに溶解させた。続いて，その溶液を攪拌しつつ，ＴＤＡ１．５０ｇ（５

ｍｍｏｌ）を溶解させながら徐々に添加した。さらに，２６℃で２４時間攪拌して

重合反応を行い，固形分１５質量％のポリアミック酸溶液を得た。 

この溶液にＤＭＦを加えて固形分０．５質量％に調整し，ＧＰＣ法により分子量

を測定した結果，数平均分子量（Ｍｎ）は７，９４１で，重量平均分子量（Ｍｗ）
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は２１，８９６であり，Ｍｗ／Ｍｎは２．７６であった。 

この溶液を７５ｍｍ×１００ｍｍのガラス板上に流延した後，減圧乾燥機に入れ，

１０Ｐａの減圧下，８０℃／１．５時間，１４０℃／１．５時間，２００℃／１．

５時間，および２４０℃／２．５時間の段階的焼成を行った。その後，フィルム付

ガラス基板を８０℃の湯浴に５時間浸漬し，ガラス板からフィルムを剥がした。剥

離したフィルムを再び減圧乾燥機に入れ，減圧下で１００℃／２時間乾燥した。 

【００３７】得られたフィルムの赤外吸収スペクトルから１７０５．４８ｃｍ-1

（５員環イミド）を確認し，イミド化率を算出したところ，９６％であった。また，

諸物性値は以下のとおりであった。得られたフィルムは，着色が少なく高い透明性

を有するとともに，フレキシブルで強靭な，平滑性のあるものであった。 

膜厚：１２６μｍ 

光透過率（４００ｎｍ）：８８％ 

吸水率：０．４％ 

     ｂ また，甲４７（特開２０１０－７０３４号公報）にも，以下のとお

り，Ｎ－メチル－２－ピロリドンを溶媒として用いてポリイミドを製造した結果，

全波長透過率が８７．３％であったことが記載されている。 

 【００３９】［実施例１］窒素置換したガラス容器中で，Ｎ－メチル－２－ピロリ

ドンとγ－ブチロラクトンの５０：５０の混合溶液８ｍｌ，１，４－ビス（アミノ

ベンゾイルオキシ）ベンゼン（ＢＡＢＢ）０．７９９ｇ（２．３０ｍｍｏｌ），１，

２，３，４－シクロブタンテトラカルボン酸二無水物（ＣＢＤＡ）０．５００ｇ（２．

５５ｍｍｏｌ）を混合し，７０℃のホットスターラー上で３０分間撹拌して，均一

透明な溶液を得た。該溶液を室温まで冷却後，２，２－ビス［４－（４－アミノフ

ェノキシ）フェニル］プロパン（「ＢＡＰＰ」，和歌山精化工業製）０．１０５ｇ（０．

２６ｍｍｏｌ）を添加して撹拌したところ，著しく増粘したため，上記混合溶媒２

ｍｌで希釈し，さらに数時間撹拌して淡黄色の粘調液を得た。 

 この溶液をガラス上にアプリケータを用いて塗工し，８０℃で１時間乾燥させて
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ポリアミド酸のフィルムを得た。このポリアミド酸のフィルムをガラスから剥離し，

金属製の枠に固定して，窒素雰囲気下，３００℃で１時間熱処理し，イミド化を行

った。・・・ 

 ・・・透明性を評価したところ，３８０ｎｍ～７８０ｎｍの可視光線の透過率の

平均値（Ｔ）は８４．７％，４００ｎｍでの透過率（Ｔ４００）は７２．７％，吸収端

波長（Ｃｕｔ Ｏｆｆ）は３２４ｎｍであり，高い透明性を示した。・・・ 

     ｃ また，甲１文献（段落【００４５】），甲２文献（段落【００８１】），

甲６文献（段落［００６２］），甲７文献（段落【００５６】）には，テトラカルボン

酸二無水物をジアミンとを反応させて，ポリイミドを製造するに際し，溶媒として，

Ｎ－メチル－２－ピロリドンを使用することが記載されている。 

   (ｳ) 以上からすると，Ｎ－メチル－２－ピロリドンは，ポリイミド合成に

用いる溶媒としてよく知られているものであることが認められ，また，Ｎ－メチル

－２－ピロリドンを溶媒として使用することにより透明度の高いポリイミドの製造

ができないと認めることはできない。 

したがって，被告の上記主張は理由がない。 

  (5) 請求項１の記載と同様に，請求項２～７及び９（ただし，請求項８を引用

する請求項９を除く。）の記載も，サポート要件に適合するものと認められる。 

  (6) 一方，前記(2)のとおり，本件発明８の課題は，テトラカルボン酸誘導体と

ジアミン誘導体とからなるポリイミドの着色を抑制し，４００ｎｍ光透過率を８

０％以上とすることであるから，以下，請求項８の記載のサポート要件適合性につ

いて検討する。 

 前記１のとおり，本件明細書では，実施例として，溶媒にＮ，Ｎ－ジメチルアセ

トアミドを使用して，得られたポリイミド前駆体溶液を窒素雰囲気下１２０℃で１

時間，１５０℃で３０分，２００℃で３０分，３５０℃で５分まで昇温して熱的に

イミド化を行なう方法によって製造したポリイミドが記載されているところ，実施

例１のモノマーは，ジアミン誘導体としてｔ－ＤＡＣＨを使用し，テトラカルボン
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酸誘導体としてｓ－ＢＰＤＡとａ－ＢＰＤＡとを０．９７５対０．０２５の割合で

使用し，実施例２のモノマーは，ジアミン誘導体としてｔ－ＤＡＣＨを使用し，テ

トラカルボン酸誘導体としてｓ－ＢＰＤＡとｉ－ＢＰＤＡを０．９０対０．１０の

割合で使用し，実施例３のモノマーは，ジアミン誘導体としてｔ－ＤＡＣＨを使用

し，テトラカルボン酸誘導体としてｓ－ＢＰＤＡとａ－ＢＰＤＡとを０．９０対０．

１０の割合で使用し，実施例４のモノマーは，ジアミン誘導体としてＢＡＢＢを使

用し，テトラカルボン酸誘導体としてｉ－ＢＰＤＡを使用し，実施例５のモノマー

は，ジアミン誘導体としてｔ－ＤＡＣＨを使用し，テトラカルボン酸誘導体として

６ＦＤＡを使用し，実施例６のモノマーは，ジアミン誘導体としてｔ－ＤＡＣＨを

使用し，テトラカルボン酸誘導体としてＤＰＳＤＡを使用しており，それぞれのポ

リイミドの４００ｎｍの光透過率は，順に，８１％，８１％，８２％，８０％，９

０％，９１％となった（段落【００６６】～【００６８】，【００７０】）。 

 そして，前記２(1)で判示した甲４文献の記載及び前記３(1)キで判示した甲９文

献の記載によると，ポリイミドにおける発色の要因としては，原料モノマーの種類

や製造条件（使用する溶媒やイミド化反応の温度）などが複雑に影響することが技

術常識であると認められるものの，本件明細書には，上記のとおり，六つの実施例

が記載されており，当業者は，本件発明１～７で特定されたモノマーを用い，前記

(3)の本件明細書記載の方法によって，４００ｎｍの光透過率が８０％以上である

ポリイミドを製造することができることを認識するものと認められる。 

 したがって，請求項８も，サポート要件に適合するというべきである。 

(7) よって，取消事由５は理由がある。 

 ７ 取消事由６（実施可能要件についての判断の誤り） 

(1) 物を生産する方法の発明における発明の「実施」とは，その方法の使用を

する行為，その方法により生産した物を使用，譲渡等，輸出若しくは輸入又は譲渡

等の申出をする行為（以下「使用等」という。）をいう（特許法２条３項２号，３号）

から，特許法３６条４項１号の「その実施をすることができる」とは，上記の行為
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をすることができることである。したがって，同号の実施可能要件は，物を生産す

る方法の発明においては，明細書の発明の詳細な説明の記載及び出願当時の技術常

識に基づき，当業者が，発明に係る方法により，発明に係る物を生産することがで

き，かつ，その物を使用等できるかどうかによって判断すべきであるということが

できる。 

  (2) そこで検討するに，前記６で指摘した本件明細書の記載によると，本件明

細書に接した当業者は，ポリイミドの原料モノマーとして通常用いられるテトラカ

ルボン酸誘導体及びジアミン誘導体のそれぞれについて，当業者に期待し得る通常

の創作能力の発揮によって原料を選択し，公知の方法による精製を施すことによっ

て請求項１に記載された特定の光透過率を満足する原料モノマーを得ることができ，

このような原料モノマーを用いて，請求項１記載の溶媒やイミド化温度等の合成条

件により，テトラカルボン酸誘導体とジアミン誘導体とからなる透過性に優れたポ

リイミドを製造することができるものと認められる。 

 請求項１の製造方法により製造されるポリイミドの透明度が，４００ｎｍ光透過

率が８０％以上である必要があることを前提として，実施可能要件を判断すること

ができないことは，前記６(4)アのとおりである。また，請求項１の製造方法が溶媒

としてＮ－メチル－２－ピロリドンを用いていることについては，前記６(4)イの

とおりである。 

 (3) したがって，本件発明１は，実施可能要件を満たすものと認められ，同様

に，本件発明２～７及び９（ただし，請求項８を引用する部分を除く。）も，実施可

能要件を満たすものと認められる。 

 (4) 本件発明８については，前記６(6)のとおり，当業者は，本件発明１～７で

特定されたモノマーを用い，前記６(3)の本件明細書記載の方法によって，４００ｎ

ｍの光透過率が８０％以上であるポリイミドを製造することができるものと認めら

れるから，実施可能要件を満たすものと認められる。 

  (5) よって，本件発明１～９の実施可能要件についての本件決定の判断は誤り
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であり，取消事由６は理由がある。 

第６ 結論 

よって，主文のとおり判決する。 
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